
広報

2019.10.1　VOL.1321                         月号10

心地よい汗とともに
くりやまの秋を満喫
第 50 回くりやまマラソン大会（９月１日）
関連記事 18 ページ



一般会計
町税 129,820

繰越金 12,110

243,147652,808

諸収入 35,179

その他 66,038

地方交付税
320,523

道支出金
  102,481

町債
  98,415

国庫支出金
  92,036

地方消費税交付金
25,257

その他交付金
14,096

歳入決算

5,955万円

自主財源依存財源

・使用料および
   手数料   19,362

・寄附金   19,037
・繰入金   15,467
・分担金および
   負担金   10,235

・財産収入 1,937

・地方譲与税 9,666
・自動車取得税交付金 2,132
・ゴルフ場利用税交付金 1,126
・地方特例交付金 426
・配当割交付金 224
・株式等譲渡所得割交付金 194
・利子割交付金 166
・交通安全対策特別交付金 162

・町民税 55,922
・固定資産税 55,410
・町たばこ税 9,887
・都市計画税 5,132
・軽自動車税 3,265
・入湯税 203
・鉱産税 1

（72.9％） （27.1％）

89億

特別会計
　

特
別
会
計
は
特
定
の
事
業
目
的
の

た
め
に
一
般
会
計
と
区
分
し
た
会
計

で
、
町
に
は
６
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り

ま
す
。

1
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

町
民
の
健
康
保
持
と
増
進
の
た
め
保

険
給
付
を
行
い
、
医
療
保
障
の
充
実
に

努
め
ま
し
た
。　

2
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特
別
会
計

　

社
会
情
勢
な
ど
に
よ
り
入
学
者
数
は

減
少
傾
向
で
あ
る
も
の
の
、
介
護
福
祉

士
人
材
の
求
人
数
は
堅
調
で
開
校
以
来

30
年
連
続
就
職
率
１
０
０
％
を
継
続
し

ま
し
た
。

3
介
護
保
険
特
別
会
計

　

要
支
援
者
・
要
介
護
者
が
能
力
に
応

じ
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
保
険
給
付
を
行
っ
た
ほ

か
、
介
護
予
防
を
推
進
し
ま
し
た
。

4
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

高
齢
者
の
健
康
保
持
と
増
進
の
た

め
、
資
格
管
理
の
窓
口
事
務
な
ど
を
行

い
、健
全
な
医
療
給
付
を
進
め
ま
し
た
。

5
住
宅
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計

　

分
譲
中
の
朝
日
４
丁
目
住
宅
団
地

（
第
４
期
）
の
管
理
お
よ
び
販
売
促
進

を
行
い
ま
し
た
。

6
工
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計

　

分
譲
中
の
第
４
工
業
団
地
の
管
理
お

よ
び
販
売
促
進
を
行
い
ま
し
た
。

会計名 歳入决算額 歳出决算額 差　引
1国民健康保険特別会計 15 億 9,065 万円　　　　　　15 億 6,585 万円　　　　　　 2,480 万円
2北海道介護福祉学校特別会計 1 億 1,849 万円 1 億 1,820 万円 29 万円
3介護保険特別会計 13 億 5,549 万円 12 億 9,999 万円 5,550 万円
4後期高齢者医療特別会計 2 億 870 万円 2 億 849 万円 21 万円
5住宅団地造成事業特別会計 1,947 万円 1,012 万円 935 万円
6工業団地造成事業特別会計 234 万円 233 万円 1 万円

合　計 32 億 9,514 万円 32 億 498 万円 9,016 万円

企業会計

　平成 30 年度の一般会計・特別会計・企業会計の決算が９月議会
定例会で認定されましたので、決算の内容と主な事業成果の概要を
お知らせします。

【問い合わせ】経営企画課行政経営グループ　☎ 73-7503

◆
歳
出

　

歳
出
は
前
年
度
比
で
約
１
億
３
７
６

３
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
増
減
が

大
き
い
費
目
と
し
て
は
、
農
林
水
産
業

費
が
畑
作
構
造
転
換
事
業
実
施
な
ど
に

よ
り
約
１
億
１
３
６
１
万
円
の
増
、
民

生
費
が
認
定
こ
ど
も
園
の
施
設
整
備
完

了
な
ど
に
よ
り
約
１
億
６
６
７
８
万
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
の
構
成
は
、
民
生
費
が
最
も
多

く
、
次
に
総
務
費
、
土
木
費
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
89
億
５
９

５
５
万
２
８
７
０
円
、
歳
出
総
額
は
87

億
９
５
９
３
万
５
１
３
３
円
と
な
り
、

差
額
の
１
億
６
３
６
１
万
７
７
３
７
円

を
次
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
繰
越
額
の
中
に
は
、
次
年
度

に
実
施
す
る
事
業
財
源
１
０
２
０
万
円

が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
実
質
収
支
は

１
億
５
３
４
１
万
７
７
３
７
円
と
な
り

ま
し
た
。

大切な税金の使い道
　　お知らせします

収益的収支 決算額
収入額 4 億 84 万円
支出額 3 億 7,125 万円
純利益 2,959 万円

資本的収支 決算額
収入額 2 億 661 万円
支出額 4 億 2,100 万円
不足額 2 億 1,439 万円

1水道事業会計
収益的収支 決算額

収入額 6 億 4,185 万円
支出額 6 億 491 万円
純利益 3,694 万円

資本的収支 決算額
収入額 2 億 9,308 万円
支出額 5 億 5,995 万円
不足額 2 億 6,687 万円

2下水道事業会計

平成 30 年度 決算状況

◆
歳
入

　

歳
入
は
国
庫
支
出
金
や
地
方
交
付
税

の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
で
約

１
億
８
０
１
５
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

全
体
の
構
成
は
町
税
や
使
用
料
な

ど
、
町
が
独
自
に
確
保
し
て
い
る
自
主

財
源
の
割
合
が
27
・
１
％
、
地
方
交
付

税
や
国
・
道
交
付
金
な
ど
の
依
存
財
源

の
割
合
が
72
・
９
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
と
下
水
道
事
業
は
、
企
業

の
経
営
成
績
、
財
政
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、企
業
会
計
方
式
を
採
用
し
、

事
業
に
必
要
な
経
費
は
、
経
営
に
伴
う

収
入
（
上
・
下
水
道
料
金
）
を
も
っ
て

充
て
る
と
い
う
独
立
採
算
制
を
原
則
に

経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1
水
道
事
業
会
計

　

水
を
作
り
、
家
庭
な
ど
に
届
け
る
た

め
の
経
費
（
収
益
的
収
支
）
で
は
約
２

９
５
９
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た

が
、
浄
水
場
の
設
備
更
新
や
配
水
管
の

整
備
な
ど
の
経
費
（
資
本
的
収
支
）
で

は
２
億
１
４
３
９
万
円
の
不
足
と
な
り

ま
し
た
。

2
下
水
道
事
業
会
計

　

下
水
道
管
や
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー

の
維
持
管
理
に
必
要
な
経
費
（
収
益
的

収
支
）
で
は
約
３
６
９
４
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
が
、
下
水
道
管
理
セ
ン

タ
ー
の
設
備
更
新
な
ど
の
経
費
（
資
本

的
収
支
）
で
は
２
億
６
６
８
７
万
円
の

不
足
と
な
り
ま
し
た
。

　　

各
会
計
の
不
足
額
は
、
収
益
的
支
出

の
う
ち
現
金
の
支
出
を
必
要
と
し
な
い

費
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
資
金
（
損
益
勘

定
留
保
資
金
な
ど
）で
補
填
し
ま
し
た
。 歳出決算

9,594万円

民生費
177,979

総務費
174,873

公債費
116,455

土木費
147,173

農林
水産業費
86,258

教育費
67,020

衛生費
41,706

消防費
33,614

災害復旧費 7,716
議会費         6,570
諸支出金　1,524
労働費　    1,022

87億

商工費　   17,684

差引額　約　億 6,361 万円

※単位：万円
（万単位にそろえ

ているため、端数
が合わない場合が
あります）
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平成 30 年度事業実施結果の一部を紹介 - 栗山町第 6 次総合計画の主要施策より -

詳
し
い
情
報
は
別
冊
資
料
を
ご
覧

く
だ
さ
い

　

今
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
平
成
30

年
度
の
決
算
概
要
の
ほ
か
、
栗
山
町

第
６
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
平
成
30

年
度
に
実
施
し
た
主
要
施
策
の
成

果
、
ま
ち
の
財
政
状
況
な
ど
、
よ
り

具
体
的
な
決
算
内
容
を
ま
と
め
た
冊

子
「
グ
ラ
フ
と
写
真
で
み
る
、
ま
ち

の
決
算
と
財
政
状
況
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

冊
子
は
、
左
記
の
施
設
窓
口
に
配

置
し
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
役
場
新
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

◆
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
南
部
公
民
館

基金残高の推移 ( 一般会計）町債残高の推移（全会計）

　
「
財
政
健
全
化
法
」
と
は
、
財
政
の
健
全

性
を
示
す
左
記
の
指
標
を
導
入
し
、
再
建
の

枠
組
み
を
定
め
た
法
律
で
す
。
町
で
は
、
計

画
的
か
つ
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
実
質
公
債
費
比
率
な
ど
の
状
況
は
依

然
と
し
て
全
道
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
状
況

指標 指標の説明 比率（％）
（H30 決算）

全道
平均（％）

（H29 決算）

基準値（％）
早期健全

化基準
財政再生

基準

実質公債費比率

一般会計が負担す
る元利償還金など
の標

注 ）

準財政規模に
対する比率

10.6 7.3 25.0 35.0

将来負担比率

一般会計が将来負
担すべき実質的な
負債の標準財政規
模に対する比率

74.4 52.8 350.0  

※この指標のほかにも、「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「資本不足比率」
　の指標がありますが、全ての会計が黒字決算で比率が生じていないため省略
　しています。

単位：億円

　  平成26年度 　  平成27年度 　  平成28年度 　  平成30年度

9.4
  9.6

   10.3

   9.3

　  平成29年度

  9.9   10.0

   5.0

　

安
定
し
た
財
政
運
営
を
進
め
る

た
め
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
、
決

算
に
伴
う
余
剰
金
の
一
部
や
、
寄

附
金
な
ど
を
原
資
と
し
て
積
み
立

て
た
基
金
の
年
度
末
残
高
は
、
一

般
会
計
分
で
約
９
億
４
８
６
２
万

円
に
な
り
、
前
年
度
比
で
約
８
６

６
５
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
に
お
け
る

取
崩
額
は
約
１
億
８
８
４
５
万

円
、
積
立
額
は
約
１
億
１
８
０
万

円
で
す
。

　

町
債
（
町
の
借
入
金
）
に
は
、

毎
年
の
財
源
負
担
を
平
均
化
す
る

役
割
と
、
現
在
と
将
来
の
町
民
負

担
を
公
平
に
す
る
役
割
が
あ
り
、

町
で
は
財
政
状
況
を
悪
化
さ
せ
な

い
よ
う
、
栗
山
町
第
６
次
総
合
計

画
や
行
財
政
改
革
推
進
計
画
な
ど

に
基
づ
き
、
計
画
的
な
借
り
入
れ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
債
の
年
度
末
残
高
は
全
会
計

分
で
約
１
６
３
億
７
７
４
９
万
円

と
な
り
、
前
年
度
比
で
約
４
億

２
９
７
２
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

公営住宅の整備・改修を行います。

栗
山
駅
南
交
流
拠
点
施
設
予
定
地

建
て
替
え
を
し
た
曙
団
地

425,568 千円 76,553 千円

新町地区の再開発整備要望に取り
組みます。

計画事業
152

計画事業
141

※栗山町第６次総合計画に掲載されている計画事業番号、事業名（略称）、決算額および計画事業に関連した写真を掲載しています。

災害用物資の計画的な備蓄を進めると
ともに、備品保管倉庫を整備します。

更
新
し
た
第
２
分
団
第
２
部
車

（
ポ
ン
プ
車
）

新
築
し
た
防
災
備
蓄
倉
庫

52,806 千円 30,384 千円

消防団施設の更新など、充実・強
化を図ります。

計画事業
20

計画事業
11

単位：億円

　   平成26年度 　   平成27年度 　  平成28年度 　 平成30年度

   163

   173
   175

   168
   170

　  平成29年度

   172

   160
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教育効果向上のため、観察飼育舎とふ
れあいプラザの機能統合を図ります。

７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ふ
る
さ
と
い
き

も
の
の
里
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館
」

13,807 千円

計画事業
66

くりやま若者シティプロモーション事
業を推進します。

ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

16,159 千円

計画事業
192

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
「
防
災
学
習
会
」

まちづくり協議会などの地域活動を支
援します。

計画事業
164

2,740 千円

栗
山
町
ふ
る
さ
と
福
祉
基
金
の
助
成

に
よ
り
開
設
し
た
児
童
通
所
施
設

障がい者の社会参画と自立支援に取り
組む団体・事業者などを支援します。

計画事業
108

9,766 千円

注）標準財政規模とは、標準税収入額などに普通交付税を加算した額です。
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▼
令
和
元
年
度
栗
山
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
３
４
５

３
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

90
億
３
８
８
６
万
７
千
円

と
す
る
も
の
で
、
補
正
の
主

な
内
容
は
、
栗
山
中
学
校
体

育
館
耐
震
改
修
工
事
等
に

係
る
補
正
で
す
。

▼
令
和
元
年
度
栗
山
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
５
５
４

２
万
９
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
14
億
５
３
４
３
万
４

千
円
と
す
る
も
の
で
、
補
正

の
主
な
内
容
は
、
平
成
30
年

議    

案

度
介
護
給
付
費
等
の
確
定

に
よ
る
過
年
度
返
還
金
等

に
係
る
補
正
で
す
。

▼
栗
山
町
森
林
環
境
譲
与
税
基

金
条
例

　

本
年
度
よ
り
譲
与
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
森
林
環
境
譲

与
税
を
効
率
的
、
効
果
的
に

活
用
す
る
た
め
、
新
た
な
基

金
条
例
を
創
設
す
る
も
の

で
す
。

▼
栗
山
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

平
成
31
年
４
月
17
日
法
律

公
布
「
住
民
基
本
台
帳
法
施

行
令
等
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
」
に
お
い
て
、
住
民

票
等
へ
の
旧
氏
の
記
載
を

可
能
と
す
る
改
正
が
行
わ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例

に
関
す
る
規
定
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
元
年
５
月
31
日
内
閣
府

令
公
布
「
特
別
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る

内
閣
府
令
」
に
お
い
て
、
特

定
地
域
型
保
育
事
業
者
に

よ
る
連
携
施
設
の
確
保
義

務
を
緩
和
す
る
規
定
の
追

加
並
び
に
、
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
及
び
そ
れ
に

伴
う
食
事
提
供
費
用
の
取

扱
い
変
更
等
に
係
る
改
正

が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
関

係
部
分
の
規
定
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

住
民
情
報
系
シ
ス
テ
ム

サ
ー
バ
ー
等
一
式
を
更
新

す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
一
般
会

計
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
・
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

特
別
会
計
・
介
護
保
険
特
別

会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
・
住
宅
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計
・
工
業
団
地
造

成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
お
よ
び
水

道
事
業
会
計
・
下
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

以
上
９
件
は
、
決
算
審
査
特

別
委
員
会
を
経
て
、
本
会
議

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
健
全
化

判
断
比
率

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
資
金
不

足
比
率

▼
放
棄
し
た
債
権
の
報
告

▼
平
成
30
年
度
一
般
財
団
法
人

栗
山
町
農
業
振
興
公
社
決

算
の
報
告

▼
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

▼
農
畜
産
物
の
安
全
性
並
び
に

生
産
継
続
の
た
め
の
防
疫

の
徹
底
に
関
す
る
意
見
書

　

次
の
と
お
り
、
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
お
よ
び
補
充
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

■
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
（
敬
称
略
）

古
林　

義
弘
（
中
央
４
）

青
木　

朝
雄
（
桜
丘
２
）

鈴
木　

英
雄
（
大
井
分
）

長
谷
川
真
由
美
（
桜
丘
１
）

■
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員

　
（
敬
称
略
）

川
﨑　

俊
樹
（
大
井
分
）

宮
川
ゆ
か
り
（
富
士
）

高
杉　

文
浩
（
中
央
２
）

飯
尾　

隆
亮
（
継
立
）

報　
告

議会の動き
　令和元年第 7 回栗山町議会定例
会で次の議案が審議され、全て可
決・認定されました。（9 月 3 日招集）

認　
定

意
見
書

選　
挙

栗
山
町
ス
キ
ー
場

廃
止
決
ま
る

　

リ
フ
ト
の
老
朽
化
に
伴
い
昨

季
の
営
業
を
休
止
し
た
栗
山
町

ス
キ
ー
場
が
、
廃
止
と
な
り
ま

し
た
。

　

ス
キ
ー
場
は
昭
和
46
年
に
開

設
さ
れ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の

　

な
お
、
小
中
学
校
の
ス
キ
ー

授
業
は
、
昨
季
同
様
に
北
長
沼

ス
キ
ー
場
で
実
施
す
る
予
定
で

す
。（
リ
フ
ト
代
の
保
護
者
負

担
は
い
た
だ
き
ま
せ
ん
）

　

ま
た
、
町
ス
キ
ー
連
盟
に
よ

る
ス
キ
ー
教
室
な
ど
は
、
北
長

沼
ス
キ
ー
場
や
北
海
道
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
ス
キ
ー
場
な
ど
、
近

隣
の
ス
キ
ー
場
を
活
用
し
て
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
、
ス
キ
ー
場
の
入
口
は

閉
鎖
し
、
リ
フ
ト
や
ロ
ッ
ジ
は

来
年
度
以
降
、
解
体
す
る
予
定

で
す
。

ス
キ
ー
ヤ
ー
に
愛
さ
れ
つ
づ
け

48
年
の
歴
史
つ
い
に
終
幕

ス
キ
ー
場
と
し
て
小
中
学
校
の

ス
キ
ー
授
業
や
町
ス
キ
ー
連
盟

に
よ
る
ス
キ
ー
教
室
な
ど
、
多

く
の
町
民
の
方
に
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

昨
年
、
設
置
か
ら
47
年
が
経

過
し
た
リ
フ
ト
の
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
基
礎
や
支
柱
に
著

し
い
劣
化
が
判
明
し
、
現
状
の

ま
ま
で
は
非
常
に
危
険
な
状
態

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
補
修
工
事

も
困
難
で
あ
り
、
安
全
性
が
保

障
で
き
な
い
と
の
調
査
結
果
を

受
け
、
昨
シ
ー
ズ
ン
の
ス
キ
ー

場
の
営
業
を
休
止
し
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
場
の
今
後
の
存
続
・

廃
止
に
つ
い
て
は
昨
年
来
、
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
や
意
見
交
換

会
な
ど
で
町
民
の
方
と
議
論
を

交
わ
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
隣
市
町
の
ス

キ
ー
場
が
利
用
で
き
る
こ
と
、

少
子
化
に
よ
り
ス
キ
ー
利
用
者

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、

ス
キ
ー
場
の
存
続
に
は
リ
フ
ト

と
ロ
ッ
ジ
の
建
て
替
え
に
約

３
億
円
が
か
か
る
こ
と
に
よ
る

町
財
政
へ
の
影
響
な
ど
か
ら
、

今
年
６
月
議
会
定
例
会
に
ス

キ
ー
場
廃
止
に
関
す
る
条
例
案

を
提
案
し
、
９
月
議
会
定
例
会

に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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◆
令
和
２
年
度
の
募
集
は
２
間
口
維
持

平
成
18
年
11
月
、
こ
れ
か
ら
の
栗
山

高
校
の
間
口
確
保
と
南
々
空
知
高
等
教

育
の
拠
点
化
を
図
り
、
生
徒
や
保
護
者

が
選
択
し
得
る
高
校
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
北
海
道
栗
山
高
等
学

校
を
支
え
る
会
（
以
下
「
支
え
る
会
」）

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
教
育
委
員
会
（
以
下
「
道
教

委
」
）
が
毎
年
公
表
し
て
い
る
、
公
立

高
校
再
編
策
を
示
す
「
公
立
高
等
学
校

配
置
計
画
案
」
の
平
成
22
年
度
お
よ
び

平
成
25
年
度
案
で
は
、
栗
山
高
校
の
間

口
減
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

段
階
で
、
支
え
る
会
が
発
起
人
と
な

り
、
町
、
町
議
会
、
商
工
会
議
所
、
そ

ら
ち
南
農
業
協
同
組
合
な
ど
、
本
町
の

各
層
に
よ
り
構
成
す
る
「
栗
山
町
高
校

問
題
協
議
会
」
を
発
足
し
、
道
教
委
へ

の
間
口
維
持
に
向
け
た
活
動
が
精
力
的

に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
６
月
４
日
、
道
教
委
よ
り
令
和

２
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
高
校

配
置
計
画
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
栗
山

高
校
は
、
本
年
度
は
１
学
級
編
制
と
い

う
結
果
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
２

年
度
の
募
集
学
級
数
は
、
９
月
の
配
置

計
画
決
定
時
に
公
表
す
る
と
の
方
針
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
８
月
19

日
、
佐
々
木
学
町
長
を
会
長
と
す
る

「
栗
山
町
高
校
問
題
協
議
会
」
か
ら

「
栗
山
高
校
普
通
科
の
２
間
口
維
持
」

に
つ
い
て
、
道
教
委
の
佐
藤
嘉
大
教
育

長
へ
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
町
長
か
ら
は
、
特
異
な
年
度

を
基
準
に
生
徒
募
集
間
口
を
減
ず
る
の

は
妥
当
で
は
な
い
こ
と
や
、
令
和
２
年

度
以
降
の
生
徒
募
集
の
見
通
し
、
本
町

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
の
２
間
口
維

持
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
、
町
を

挙
げ
て
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

佐
藤
教
育
長
か
ら
は
「
栗
山
高
校
の

定
員
状
況
は
道
教
委
と
し
て
も
重
く
受

け
止
め
て
お
り
、
今
回
の
要
望
事
項
を

十
分
踏
ま
え
つ
つ
、
栗
山
町
と
連
携
し

て
栗
山
高
校
が
魅
力
あ
る
学
校
・
選
ば

れ
る
学
校
と
な
る
よ
う
努
力
し
た
い
」

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

道
教
委
は
、
９
月
３
日
に
「
公
立
高

等
学
校
配
置
計
画
」を
公
表
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
の
栗
山
高
校
の
募
集
間
口

は
２
間
口
維
持
と
決
定
さ
れ
、
地
元
の

学
校
づ
く
り
の
取
り
組
み
や
高
校
存
続

に
対
す
る
熱
意
が
伝
わ
っ
た
と
、
関

係
者
か
ら
は
安
堵
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

◆
町
か
ら
の
支
援
策

町
で
は
平
成
27
年
度
よ
り
、
栗
山
高

校
生
の
教
養
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
各
種
資
格
取
得
受
験
料
の
1/2
を
助

成
す
る
町
独
自
の
補
助
金
制
度
を
創
設

し
、
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
で
約
２
５
０

人
の
生
徒
に
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の

資
格
取
得
受
験
料
の
補
助
制
度
に
加

え
、
新
た
に
部
活
動
対
外
派
遣
費
や
各

種
模
擬
試
験
受
験
料
の
助
成
、
青
少
年

海
外
派
遣
事
業
「
少
年
ジ
ェ
ッ
ト
希
望

の
翼
」
の
栗
山
高
校
生
徒
枠
の
創
設
な

ど
、
よ
り
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
た

め
、支
援
策
の
拡
充
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
未
来
像
を
話
し
合
う
町
民
組
織　

「
魅
力
づ
く
り
委
員
会
」
の
設
置

近
年
、
栗
山
高
校
の
入
試
志
願
者
が

募
集
定
員
に
満
た
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
た
め
、
今
後
は
間
口
減
少
や
募
集

停
止
な
ど
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
、
そ

し
て
、
ま
ち
の
将
来
の
担
い
手
と
し
て

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
栗
山
高
校
の
存

続
は
、
本
町
の
重
要
な
町
政
課
題
の
一

つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で

は
、
栗
山
高
校
の
将
来
的
な
在
り
方
や

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
な
ど
の
調
査
お

よ
び
検
討
を
目
的
と
し
て
、
２
月
に
関

係
機
関
・
団
体
か
ら
の
推
薦
、
公
募
、

町
長
選
任
委
員
の
合
わ
せ
て
20
人
の
委

員
構
成
に
よ
り
、
栗
山
高
等
学
校
の
魅

力
づ
く
り
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」）

を
設
置
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
２
回
の
委
員
会
を
開
催

し
、
栗
山
高
校
の
現
状
や
道
立
高
校
の

出
願
状
況
を
は
じ
め
、
道
教
育
庁
高
校

教
育
課
長
か
ら
「
公
立
高
等
学
校
配
置

計
画
」
に
関
す
る
説
明
を
受
け
る
な
ど

情
報
共
有
を
図
り
、
委
員
の
皆
様
か
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
経
験
か
ら
、
栗

山
高
校
に
関
す
る
将
来
の
在
り
方
や
魅

力
・
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
つ
い

て
、
建
設
的
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
、
今
年
７
月
の
委
員
会
で
は
、

議
論
を
進
め
て
い
く
上
で
は
生
徒
・
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
分
析

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

栗
山
中
学
校
全
生
徒
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
と
し
た
「
高
校
進
学
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
、
現
在
、

集
計
・
分
析
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
委
員
の
皆
様
か
ら
出
さ
れ

た
意
見
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
も

と
に
、
複
数
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
上

で
、
よ
り
具
体
的
に
調
査
・
研
究
す
る

体
制
を
構
築
し
、
議
論
を
深
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
議
論
さ
れ
る
内
容
の
検
証
を
進

め
、
委
員
会
よ
り
町
長
へ
の
報
告
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

◆
魅
力
あ
る
、
選
ば
れ
る
学
校
づ
く
り

栗
山
高
校
は
、
町
の
中
核
的
教
育
機
関
で
あ

り
、
町
民
と
と
も
に
こ
の
町
を
支
え
続
け
て
き

た
「
町
内
唯
一
の
公
立
高
等
学
校
」
で
す
。

若
者
の
多
く
が
町
外
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た

現
在
も
、
栗
山
高
校
卒
業
生
が
町
内
の
各
種
企

業
等
に
職
を
求
め
る
傾
向
は
強
く
、
ま
ち
の
産

業
を
担
い
地
域
を
支
え
る
有
為
な
人
材
を
輩
出

し
続
け
て
い
ま
す
。

栗
山
高
校
は
ま
ち
の
担
い
手
確
保
や
地
域
課

題
の
解
決
な
ど
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
う
存
在
で
す
。
今

後
と
も
、間
口
維
持
の
取
り
組
み
は
も
と
よ
り
、

学
校
の
存
続
に
向
け
て
栗
山
高
校
と
の
連
携
を

図
り
、
生
徒
確
保
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
教
育
委
員
会　

学
校
経
営
改
善
室　

☎
�
１
１
１
７

年度 入学者数 町内中学校
からの進学率

27 年度 78 人 38.18％
28 年度 64 人 36.44％
29 年度 58 人 31.25％
30 年度 52 人 35.19％
31 年度 33 人 22.09％

入学者数の推移（5 年間）

※入学者数は毎年５月１日現在の
学校要覧の在籍状況です。

【北海道教育委員会への要望の趣旨】
〇町内中学生の卒業者数が86人で、前年比22人減の特異な年度であったこ
とや、今後の中学生の卒業見込者数、空知南学区内の学級減や募集停止の状況
などから、募集間口を減ずるのは妥当ではない。
〇栗山高校は、北海道介護福祉学校との間に連携協定を締結し、栗山高校生徒の
職業体験などが実践され地域の福祉教育の推進をより強化しており、今後も本町
が目指す福祉のまちづくりに大きく寄与することや、学校運営協議会の設立によ
り、まちと一体となった教育活動が推進されている。募集間口減は、栗山高校が
目指す地域に開かれ密着した学校づくりを鈍化させる。
〇本町が進める資格取得受験料補助制度をはじめとした支援策や、栗山高校とと
もに進める学校活性化や存続に向けた各種施策など、栗山高校の志願者確保に向
けた地元独自の取組内容を十分に踏まえた高等学校配置を求める。

▼道教委への要請行動
令和元年 8 月 19 日

　

魅
力
あ
る
学
校
・
選
ば
れ
る
学
校
へ

栗
山
高
校
の
存
続
に
向
け
て

町内唯一の公立高校である栗山高校は、今年で創立90
周年の歴史と伝統ある高校です。

昭和39年に全日制課程で普通科と家政科、定時制課程
で普通科と農業科が設置され、1学年最大9クラスを有
し、昭和43年には436人の卒業生を送り出す大規模校で
した。

近年、進路希望の多様化や中学校卒業者数の減少などの
影響により、栗山高校の入学者数は減少傾向にあります。

本年度の入学者数は33人で、学級は2学級から1学級と
なっているのが現状です。

【主な支援制度の内容】
・部活動の全道大会以上の参加費・交通費・

宿泊費などの 1/2 を助成
・学習支援ソフト（Classi）の導入・使用料

の全額を助成
・進学・公務員模擬試験受験料の 1/2 を助成

（栗山高校で行う試験のみ）
・英語技能・漢字能力・ビジネス文書実務

検定など（全 25 種）の資格取得受験料の
1/2 を助成

・「少年ジェット希望の翼」の経費を助成

北
海
道
栗
山
高
等
学
校
を
支
え
る
会
　

早
坂
会
長（
栗
山
商
工
会
議
所
専
務
理
事
）

　

７
月
１
日
の
支
え
る
会
総
会
に
お
い

て
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
早
坂
で
す
。

本
町
で
は
人
口
の
自
然
減
が
急
速
に
進

ん
で
い
る
中
、
本
年
創
立
90
周
年
の
歴

史
と
伝
統
を
有
す
る
栗
山
高
校
で
す

が
、
万
が
一
存
続
の
危
機
に
直
面
す
る

こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
本
町
の
経
済
や

社
会
環
境
が
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
影
響
に

お
よ
ぶ
も
の
と
、
商
工
会
議
所
の
立
場

か
ら
も
危
機
感
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

支
え
る
会
と
し
て
、
生
き
残
り
を
か
け
た

栗
山
高
校
に
何
が
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う

に
支
え
て
い
く
の
か
。
町
民
皆
様
方
の
貴
重

な
ご
意
見
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

行
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



談懇
まち

会
づくり

皆さんの声を町政に‼

令和元年度　まちづくり懇談会　開催日程　
月　日 時　間 場　所 参集地区

10 月 15 日㈫ 18：30 ～ 総合福祉センター 栗山全地区
10 月 16 日㈬ 18：30 ～ 農村環境改善センター 角田
10 月 17 日㈭ 18：30 ～ カルチャープラザ 栗山全地区
10 月 25 日㈮ 18：30 ～ 南部公民館 継立
10 月 18 日㈮

～ 11 月 11 日㈪
　各自治会単位で日程調整して開催します。
　詳細の日程は、自治会長を通して回覧などで周知します。

　佐々木学町長との「まちづくり懇談会」を開催します。
　ふるさとくりやまの今、そして未来のことを佐々木町長と
直接、話し合いませんか？
　多くの皆さんの参加をお待ちしています。

【問い合わせ】
　総務課広報・防災・情報グループ
　☎ 73-7501

懇談会の主な内容（予定）
①町からの情報提供
　・今年度のまちの動き
　・直面する町政課題

10

　　　くりやまいきいき応援

プレミアム商品券販売開始
　消費税率引き上げ（8％→ 10％）による低所得者・子育て世帯に与える影響を緩
和するとともに、地域の消費を喚起するため、国の補助金により町が実施します。

利用までの流れ
上記①に該当する方 上記②に該当する方

申請書を提出する
（町で審査）

購入引換券が届く

販売所で商品券を購入する
（10 月 1 日～令和 2 年 2 月 28 日）

取扱店で利用する
（10 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日）

※取扱店舗一覧を購入引換券に同封します。
※町ホームページでも確認できます。

【「くりやまいきいき応援プレミアム商品券購入引換券」の交付対象者】
町民で次のいずれかの条件に当てはまる方

①令和元年度の町民税が課税されていない方
※対象となる可能性がある方には、7 月に申請書を送付しています。購入希望の方は、役場新庁舎１

階ロビー特設窓口まで提出してください。（提出期限：11 月 29 日㈮）
※町民税課税者と生計が同じ配偶者や扶養されている方、生活保護受給者などは除きます。

② 3 歳未満のお子さん（平成 28 年 4 月 2 日から令和元年 9 月 30 日までの間に生まれたお子さん）
がいる世帯の世帯主の方

※購入引換券は、令和元年 7 月 31 日までに生ま
れたお子さんのいる世帯には送付済みで、8 月
と 9 月に生まれたお子さんの世帯には 10 月下
旬に送付予定です。

PR キャラクター
「カクニャン」

【商品券内容】
１セット 4,000 円（500 円券× 10 枚＝ 5,000 円
分の商品券）⇒ 1,000 円分お得です !

※対象者 1 人につき 5 セットまで購入できます。

【購入時に必要な物】
・くりやまいきいき応援プレミアム商品券購入引

換券および現金
・公的証明書（運転免許証、マイナンバーカー

ド、パスポート、健康保険証）のほか、社員
証、学生証、郵便物など、購入する方の氏名・
住所を確認できるもの

※公的証明書は窓口提示のみで構いません。
※代理人や使者による購入の場合は、窓口来訪者

の本人確認を行います。購入対象者とのご関係
をお申し出ください。

【販売所】
まちの駅「栗夢プラザ」

【問い合わせ】
町経営企画課地域政策グループ
☎ 73-7502

10 月１日～

広報くりやま　2019. 1011 2019. 10　広報くりやま   

広報紙

ニュース

予防接種の
お知らせ

自治体がもっと身近になる機能が盛りだくさん！

イベント 仕事

まちづくり 住まい

福祉 子ども

健康 環境

New

※アプリの使用は無料ですが、通信費は回線ごとのご負担となります。 
※広告が表示されますが、各自治体とは何ら関係ありません。

ダウンロードはこちらから

【マチイロに関する問い合わせ】株式会社ホープ　☎092-716-1404

役立つ行政情報を
見逃さない！

自分に合わせた
情報が届く！

いろいろなマチの
魅力をお届け！

1 2 3

マ チ を 好 き に な る ア プ リ

行政情報アプリ「マチイロ」で
「広報くりやま」が見られます！

②自由懇談
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そ
れ
を
「
ナ
ガ
サ
」
と
読
み
、「
亥
」

を
「
猪
」
と
し
た
誤
記
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
こ
れ
が
調
査
の
前
段
で
つ
ま

ず
い
た
原
因
の
よ
う
で
し
た
。

こ
の
名
で
あ
ら
た
め
て
記
録
を
見

直
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
明
治
26
年
以

降
の
地
方
新
聞
の
記
事
に
そ
の
名
が

見
つ
か
り
、
写
真
で
し
か
確
認
で
き

な
か
っ
た
人
物
像
が
、
お
ぼ
ろ
げ
な

が
ら
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

（
青
木
）

【
問
い
合
わ
せ
】

町
史
編
さ
ん
室

☎
�
７
８
２
０

「
謎
の
人
物
」
①

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
の
北
方

資
料
室
に
は
道
内
の
古
写
真
が
多
数

所
蔵
さ
れ
、
栗
山
町
関
係
の
も
の
も

数
多
く
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
「
角
田
村 

長
佐
猪
之
助
（
開

墾
作
業
中
）（
ナ
ガ
サ 

イ
ノ
ス
ケ
）

高
知
県
人
。
札
幌
農
学
校
農
芸
科
を

卒
業
、
角
田
村
に
入
植
。
明
治
26
年

５
月
」
と
書
か
れ
た
２
点
の
写
真
を

見
つ
け
ま
し
た
。
画
像
自
体
は
あ
ま

り
鮮
明
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
草
創

期
の
栗
山
を
撮
っ
た
、
犬
を
傍
に
し

て
の
開
墾
作
業
の
様
子
に
ど
こ
か
惹

き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
写
真
の
人
物
に
興
味
を
覚
え

て
、
過
去
の
栗
山
の
文
献
類
を
調
べ

て
み
た
の
で
す
が
「
長
佐
」
と
い
う

人
物
に
触
れ
た
も
の
は
皆
無
で
し

た
。
後
日
、
北
大
大
学
院
の
坂
下
教

授
よ
り
大
学
資
料
の
ご
教
示
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
角
田
村
入

植
の
年
か
ら
推
定
し
た
農
芸
伝
習
科

の
卒
業
生
に
「
長
佐
猪
之
助
」
の
名

は
な
く
、
別
に
「
帖
佐
亥
之
助
」
の

名
が
確
認
で
き
ま
し
た
。ど
う
も「
帖

佐
（
チ
ョ
ウ
サ
）」
の
「
帖
」
を
「
長
」

と
書
き
違
え
て
「
長
佐
」
と
な
り
、

こんにちは！ 町史編さん室ですNo.40

―
謎
と
な
っ
た
理
由
の
一
端

開墾作業中の帖佐（ちょうさ）亥之助 ( い
のすけ )（明治 26 年）

（北海道大学附属図書館編「明治大正期
の北海道 ( 写真編 )」から転載）
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星　
洋
子
（
ほ
し　
よ
う
こ
）

１
級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
、
２
級
Ｄ
Ｃ
プ
ラ

ン
ナ
ー
。
一
般
企
業
で
10
年
以
上
経

理
・
総
務
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、

自
身
の
家
計
の
見
直
し
の
た
め
に
Ｆ

Ｐ
の
資
格
を
取
得
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

を
提
案
す
る
独
立
型
Ｆ
Ｐ
と
し
て
セ

ミ
ナ
ー
講
師
、
相
談
業
務
な
ど
を
中

心
に
活
躍
中
。

10
月
か
ら
消
費
税
が
増
税
に
な
り

ま
す
。
前
回
（
平
成
26
年
）
の
増
税

時
に
は
、
買
い
物
を
す
る
と
き
に
簡

単
に
暗
算
で
き
な
い
よ
う
な
８
％
に

な
り
、
店
頭
で
は
税
抜
き
と
税
込
み

価
格
が
両
方
並
び
、
ま
す
ま
す
混
乱

し
ま
し
た
。
今
回
10
％
に
な
り
計
算

が
簡
単
に
な
る
と
前
向
き
に
考
え
る

人
は
い
な
い
で
す
よ
ね
。

消
費
税
の
増
税
は
直
接
家
計
に
影

響
を
与
え
ま
す
。
中
で
も
人
生
で
一

番
高
い
買
い
物
と
い
わ
れ
る「
住
宅
」

は
増
税
の
影
響
大
で
す
。

土
地
の
購
入
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん

が
「
建
物
」
は
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま

た
購
入
時
の
各
手
数
料
や
引
越
し
費

用
、
そ
し
て
新
し
く
揃
え
る
家
具
家

電
に
も
増
税
が
影
響
し
ま
す
。

今
年
度
の
税
制
改
正
で
は
消
費
税

対
策
を
い
ろ
い
ろ
と
取
り
入
れ
て
お

り
、
そ
の
一
つ
が
住
宅
取
得
支
援
策

で
す
。

ま
ず
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
等
の
特

例
」
で
す
。
今
ま
で
は
年
末
ロ
ー
ン

残
高
の
１
％
相
当
が
10
年
間
税
額
控

除
で
き
ま
し
た
。

増
税
後
は
控
除
期
間
が
13
年
目
ま

マ
イ
ホ
ー
ム
購
入
時
の
支
援
策

　お金のおはなし～消費税増税に負けない～ 

で
延
長
さ
れ
ま
す
。
11
年
目
か
ら
の
控

除
限
度
額
は
、
年
末
ロ
ー
ン
残
高
の

１
％
か
、
建
物
購
入
価
格
の
２
％
の
1/3

の
ど
ち
ら
か
小
さ
い
額
で
す
。

特
例
の
要
件
は
増
税
後
の
10
％
で
住

宅
を
取
得
し
、
10
月
１
日
か
ら
令
和
２

年
12
月
末
ま
で
の
入
居
と
な
っ
て
い

ま
す
。

「
す
ま
い
給
付
金
」
も
拡
充
さ
れ
ま

す
。
現
行
は
収
入
に
よ
り
10
万
円
～

30
万
円
の
給
付
で
す
が
、
増
税
後
は
最

大
50
万
円
（
目
安
と
し
て
給
与
収
入

４
５
０
万
円
以
下
、
扶
養
者
１
人
の
場

合
）
に
な
り
ま
す
。

No.22

【
助
成
対
象
者
】

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
が
対
象

で
す
。

①
町
外
に
居
住
さ
れ
て
い
て
、
町
内
に

移
住
目
的
で
新
築
・
中
古
住
宅
を
取

得
し
、
住
民
登
録
を
さ
れ
た
方

※
転
入
し
て
か
ら
２
年
以
内
に
住
宅
を

取
得
、
も
し
く
は
住
宅
を
取
得
し
て

か
ら
１
年
以
内
に
転
入
さ
れ
た
方
に

限
り
ま
す
。
住
民
登
録
を
さ
れ
た
日

（
転
入
日
）
か
ら
３
カ
月
以
内
に
申

請
が
必
要
で
す
。

②
転
入
日
に
お
い
て
住
宅
を
取
得
さ
れ

た
方
の
年
齢
が
40
歳
未
満
、
も
し
く

は
中
学
生
以
下
の
子
と
同
居
さ
れ
て

い
る
方

③
取
得
し
た
住
宅
に
５
年
以
上
居
住
す

る
見
込
み
の
あ
る
方

④
転
入
日
に
お
い
て
、
前
３
年
間
、
町

に
居
住
さ
れ
て
い
な
い
方

⑤
取
得
し
た
住
宅
に
居
住
さ
れ
る
方
全

員
が
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

【
助
成
対
象
住
宅
】

①
３
親
等
以
内
の
親
族
か
ら
購
入
し
た

住
宅
で
な
い
こ
と

②
町
内
に
所
在
す
る
自
己
の
居
住
す
る

家
屋
で
、
居
住
用
床
面
積
が
50
㎡
以

上
の
建
物

③
中
古
住
宅
の
場
合
は
、
土
地
代
を
含

む
取
得
費
用
（
税
抜
き
）
が
１
０
０

万
円
以
上
の
建
物

【
助
成
額
】

①
新
築
住
宅
を
取
得
・
購
入
し
た
場
合

80
万
円

・
町
内
事
業
者
で
住
宅
を
新
築
し
た
場

合
や
町
内
事
業
者
か
ら
新
築
住
宅
を

購
入
し
た
場
合　
　

20
万
円
の
加
算

・
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
湯
地
の
丘
に
新
築
住

宅
を
取
得
・
購
入
し
た
場
合　

20
万
円
の
加
算

②
中
古
住
宅
を
購
入
し
た
場
合　

土
地
代
を
含
む
購
入
費
用（
税
抜
き
）

の
10
％
以
内
（
上
限
30
万
円
）

そ
の
他
、
申
請
な
ど
に
は
期
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
若
者
定
住
推
進
課

☎
�
７
５
２
１　
　

メ
ー
ルw

akam
onoteijuu@

tow
n.kuriyam

a.hokkkaido.jp

栗
山
町
住
宅
取
得
費
用
助
成
事
業

　
　「認知症」という病気は特別なものではなく、
誰にでも起こる可能性があります。オレンジカ
フェは認知症や介護に不安や疑問がある方、地
域の方、どなたでもご参加可能です。
　10 月のテーマは「寸劇（徘徊編）～気になる
人を見たら勇気を持って声を掛けてみよう～」
です。知らない人に声をかけるって勇気がいり
ますよね。寸劇で、認知症の方への接し方を見
た後、みんなで声掛けのトレーニングをしましょ
う！ぜひ、ご参加ください！

【日　時】
　10 月 16 日㈬　13：30 ～ 15：00

【場所・問い合わせ】
　ガーデンハウスくりやま（朝日4）  ☎ 72-2600

オレンジカフェオレンジカフェオレンジカフェ
を開設を開設を開設

【問い合わせ】厚生労働省北海道労働局  ☎011-709-2311

※ 10 月 3 日効力発生

必ずチェック
  最低賃金 ! 北 海 道

最低賃金8 61  円時間額



し
あ
わ
せ
・
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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ご
存
知
で
す
か
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

身
近
な
地
域
の
相
談
役
で
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域

住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
福
祉
や
家

族
、
住
居
、
年
金
、
育
児
、
教
育
の

こ
と
な
ど
、
地
域
の
相
談
窓
口
、
各

関
係
機
関
と
の
連
携
・
パ
イ
プ
役
な

ど
の
援
助
活
動
を
行
い
、
地
域
の
誰

も
が
幸
せ
で
安
心
し
た
生
活
を
送
れ

る
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
。

栗
山
町
で
は
38
人
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
２
人
の
主
任
児
童
委
員

が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
活

動
し
て
い
ま
す
。

何
か
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
近
く
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

主
な
相
談
内
容

■
暮
ら
し
に
関
す
る
こ
と

住
ま
い
・
生
活
な
ど

■
育
児
・
教
育
に
関
す
る
こ
と

育
児
・
学
校
生
活
な
ど

■
家
族
関
係
に
関
す
る
こ
と

扶
養
・
相
続
な
ど

■
在
宅
生
活
に
関
す
る
こ
と

介
護
・
施
設
利
用
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

栗
山
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

事
務
局　

町
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
２
２
２
２

こ
ん
な
活
動
も
し
て
い
ま
す

◆
包
丁
と
ぎ
奉
仕
活
動

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
）

◆
ふ
れ
あ
い
菜
園
づ
く
り

（
在
宅
支
援
部
会
）

◆
児
童
公
園
等
遊
具
点
検

（
児
童
部
会
）

◆
生
活
福
祉
資
金
の
活
用
啓
発

（
生
活
向
上
部
会
）

◆
広
報
紙
の
発
行

（
広
報
部
会
）

「支えあう　住みよい社会　地域から」 栗山町民生委員児童委員協議会

福祉資金　福祉費
種類 貸付対象

生業経費 生業を営むのに必要な経費

技能習得関係経費
資格・技能の習得に必要な経費
など

住宅経費
住宅の増改築・補修、災害による
住宅の修繕などに必要な経費

福祉用具経費
福祉機器・用具を購入するための
経費

障がい者自動車経費
障がい者用自動車の購入に必要な
経費

中国年金追納経費
中国残留邦人などにかかる国民年
金保険料の追納に必要な経費

療養関係経費
ケガや病気の療養に必要な経費
など

介護関係経費
介護サービス、障がい者サービス
などを受けるのに必要な経費など

総合支援資金
種類 貸付対象

生活支援費
失業や収入の減少により、生活再
建までの間に必要な費用

住宅入居費
住宅手当の支給対象者に対する敷
金、礼金など住宅の賃貸契約を締
結するために必要な経費

一時生活再建費
失業や収入の減少により、生活を
再建するために一時的に必要な
費用

教育支援資金
種類 貸付対象

教育支援資金
高等学校、大学などに就学するの
に必要な経費

就学支度費 上記学校への入学に必要な経費

「生活福祉資金」で生活の立て直しをこんにちは！　私たち栗山青年会議所ですVOL.94

こ
ん
に
ち
は
！
本
年
度
総
務
副
委

員
長
を
務
め
る
、Giri D

hurba

（
ギ

リ
・
ド
ゥ
ル
バ
）
で
す
。

私
は
ネ
パ
ー
ル
で
生
ま
れ
育
ち
、

元
々
は
車
を
輸
出
す
る
仕
事
で
日
本

に
来
ま
し
た
。
そ
の
仕
事
を
し
て
い

る
中
で
、
食
で
人
々
と
つ
な
が
る
レ

ス
ト
ラ
ン
を
し
て
み
た
い
、
そ
し
て

農
家
と
お
客
さ
ん
を
結
び
、
食
こ
そ

が
我
々
の
生
活
に
最
も
必
要
だ
と
い

う
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い

た
ち
、
こ
こ
栗
山
町
が
自
分
の
理
想

の
場
所
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
っ

て
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
ー
ス
」
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
こ
栗
山
町
で
仕
事
を

続
け
て
い
く
こ
と
に
対
し
て
、
こ
の

地
域
に
溶
け
込
ん
で
、
ど
の
よ
う
に

貢
献
し
て
い
け
る
の
か
を
考
え
、
探

し
て
い
た
時
に
栗
山
青
年
会
議
所
を

見
つ
け
入
会
し
ま
し
た
。

こ
の
栗
山
青
年
会
議
所
は
、
若
者

が
集
い
、
こ
の
地
域
に
何
が
必
要
で

何
が
で
き
る
の
か
を
皆
で
真
剣
に
考

え
、
大
き
な
夢
を
創
造
し
て
叶
え
る

素
晴
ら
し
い
組
織
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。 ネ

パ
ー
ル
料
理
で
栗
山
と
つ
な
が
る

今
年
度
は
総
務
副
委
員
長
と
し
て

会
の
連
絡
調
整
、
写
真
や
ビ
デ
オ
撮

影
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
た

く
さ
ん
の
学
ぶ
機
会
（
日
本
語
、
日

本
の
文
化
や
伝
統
）
を
い
た
だ
き
、

Ｊ
Ｃ
の
理
念
で
あ
る
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

チ
ェ
ン
ジ
」
を
し
て
栗
山
町
、
そ
し

て
南
々
そ
ら
ち
に
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。
ぜ
ひ
皆
様
も
一
緒
に
、
こ
の
栗

山
青
年
会
議
所
と
と
も
に
Ｔ
Ｒ
Ｙ

し
て
「Positive Change

」
し
ま

し
ょ
う
！

栗
山

【問い合わせ】
 　まちの駅　「栗夢プラザ」
　☎ 73-5515　Fax 73-5535
　開館時間  10：00 ～ 17：00

１０月のイベント

栗夢プラザ栗夢プラザ栗夢プラザまちの駅

ホール・会議室ご利用のご案内
　サークルや各種団体など、商品の展示会などご
利用をお待ちしています。まずはお気軽にご相談
ください。

大好評！手打ちそばの日（毎週金曜日開催）
※ 30 食限定でなくなり次第終了となります。

KURIMU PLAZA

栗山 Farmer's Marche（第４回）
10 月 6 日㈰　9：30 ～ 11：30
農家の直売「栗山ファーマーズマルシェ」の開催。
新鮮でおいしい農産物が農家から直接購入できる
朝市（袋有料）

健康イベント「健足サロン」
10 月 10 日㈭・24 日㈭　13：30 ～ 14：30

新そばまつり
10 月５日㈯　11：00 ～　
前売 450 円　栗夢プラザ・やなぎ屋で販売

秋祭り思い出お絵かき展
10 月 15 日㈫～ 26 日㈯　
町内の幼稚園や保育所に通うお子さんの可愛
らしい絵がたくさん・・・ぜひ見に来てくだ
さい。

ゆっくり市　大ビンゴ大会
10 月 18 日㈮　18：00 ～ 20：00　
豪華景品盛りだくさん

（特選お肉・果物・海の幸・ギフトカードなど）

令和元年度　火災予防絵画コンクール
10 月１日㈫～ 14 日㈷

生活福祉資金貸付制度は、銀行など主な金融機関での借り入れができない低所得者世帯、高齢者・
障がい者世帯の経済的な自立と生活の安定を図ることを目的とした貸付制度であり、さまざまな目的
に応じた貸し付けを行っています。詳しくは町社会福祉協議会（☎ 72-1322）およびお近くの民生委
員・児童委員にご相談ください。



今月の暮らし

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ご
み
分
別
へ
の

【問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策
　グループ
　☎ 73-7511

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民保健課
　生活安全
　グループ
　☎ 73-7510
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日
々
の
生
活
の
中
で
ご
み
に
関
す
る

疑
問
を
持
た
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
み
分
別
な
ど
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
ご
み
処
理
施
設
見
学
会
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
担
当
職
員
が
説
明
し
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
質
問
く
だ
さ
い
。

日
頃
の
ご
み
に
関
す
る
疑
問
を
解
消
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◆
日
　
時　

10
月
18
日
㈮

午
前
９
時
～
正
午

◆
日
　
程　

下
表
の
通
り

◆
定
　
員　

50
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◆
申
込
期
間　

10
月
1
日
㈫
～
16
日
㈬

※
町
環
境
政
策
課
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
全
員
に
粗
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。

ご
み
処
理
施
設
見
学
会
を
開
催

時　間 内　容
9：00 南部公民館出発
9：15 農村環境改善センター出発
9：25 総合福祉センター「しゃるる」出発
9：30 役場出発
9：35 カルチャープラザ「Eki」出発
9：45 資源リサイクルセンター見学

10：30 環境センター（堆肥化施設・中間処理施設・最終処分場）見学
11：30 終了

【日程表】

町の有機堆肥「栗肥土（くりぴっと）」を、
今秋も販売します。栗肥土は家庭などで分
別された生ごみと下水道汚泥などを原料と
して微生物発酵させた堆肥です。作物の根
の発育促進や土壌改良などに効果がありま
す。秋の特別販売は、5 袋購入された方に
1 袋プレゼントの特典付きです。

【日　時】
　10 月 5 日㈯　9：00 ～ 11：00

【場　所】
　役場駐車場車庫前
※春の特別販売時と同じ場所です。

【価　格】
　１袋（10kg）300 円

【販売数量】
　500袋
（１人10袋まで）
※無くなり次第販売

終了となります。

堆 肥

「栗
く り ぴ っ と

肥土」 秋の特別販売

秋の全町一斉清掃
住みよいきれいなまちづくりに向けて、秋

の全町一斉清掃を実施します。道路や公園、
河川などの公共スペースの美化運動にご協力
をお願いします。

【日　時】　
10 月 20 日㈰　
7：00 ～

（雨天決行）
※ 6：45 に打上花
　火で合図します。
※詳細は各町内会・
　自治会経由でお
　知らせします。

全
国
地
域
安
全
運
動
を
実
施

道
内
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
平
成

15
年
以
降
連
続
し
て
減
少
し
、
本
年

も
同
様
の
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
子
ど
も
・
女
性
の
犯
罪
被
害
や

高
齢
者
の
特
殊
詐
欺
被
害
の
発
生
は

後
を
絶
た
ず
、
地
域
社
会
の
大
き
な

不
安
要
素
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
犯
罪
を
未
然
に
防
止

し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、
本
運

動
を
実
施
し
ま
す
。

◆
期
　
間

10
月
11
日
㈮
～
20
日
㈰

秋
の
全
国
地
域
安
全
運
動
住
民
大
会
の

お
知
ら
せ

全
国
地
域
安
全
運
動
の
一
環
と
し

て
、
栗
山
地
区
防
犯
協
会
に
よ
る
住

民
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

普
段
の
生
活
で
の
防
犯
対
策
な
ど

を
も
う
一
度
考
え
る
機
会
で
す
。
多

く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
　
時　

10
月
10
日
㈭

午
後
３
時
～
午
後
４
時
半

◆
場
　
所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

ア
リ
ー
ナ

◆
内
　
容　

防
犯
講
話
・
道
警
音
楽
隊
の
演
奏

◆
問
い
合
わ
せ　

栗
山
地
区
防
犯
協
会

（
栗
山
警
察
署
内
）

☎
�
０
１
１
０

融
資
保
証
金
詐
欺
に
注
意
！

会
社
や
自
営
業
者
に
「
無
担
保
、

低
金
利
で
融
資
可
能
」「
簡
単
な
審

査
で
即
日
融
資
」
と
い
っ
た
フ
ァ
ッ

ク
ス
を
送
り
付
け
た
り
、
広
告
サ
イ

ト
で
融
資
を
募
集
し
て
、
申
込
者
に

対
し
「
融
資
す
る
に
は
保
証
金
が
必

要
」
と
ウ
ソ
を
つ
い
て
お
金
を
だ
ま

し
取
る
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

保
証
金
や
手
数
料
を
払
わ
せ
て
融

資
し
な
い
ケ
ー
ス
の
ほ
か
、
一
度
だ

け
少
額
の
融
資
を
し
て
信
用
さ
せ
、

さ
ら
に
融
資
を
申
し
込
ん
だ
人
に
さ

ま
ざ
ま
な
名
目
を
つ
け
て
お
金
を
要

求
す
る
巧
妙
な
手
口
も
あ
り
ま
す
。

「
う
ま
い
話
」
と
安
易
に
信
用
し

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

前回のごみ処理場見学会の様子

【住宅用火災警報器は月に一度点検を】
　平成 23 年６月より、全ての住宅に住宅用火災
警報器の設置が義務付けられ、町内でも住宅用火
災警報器を設置するお宅が増えてきました。
　住宅用火災警報器が適切に機能するためには維
持管理が重要です。万が一の際にきちんと作動す
るよう、日頃から住宅用火災警報器のお手入れと
作動確認をしておきましょう。
◆お手入れの仕方
　住宅用火災警報器の本体に付いたホコリが溜ま
ると、火災を感知しにくくなることや誤作動をお

こすことがあります。最低でも年に１回は乾いた
布でホコリをふき取りましょう。
◆作動確認
　本体の点検ボタンを押す、もしくは点検用ひも
を引くことで異常の有無を音声案内などで知らせ
てくれます。
　まだ設置していないお宅は、全寝室および階段
室（２階に寝室がある場合）に設置しましょう。
　ご不明、ご心配なことがあれば消防署まで問い
合わせください。

これからの季節は空気が乾
燥します。また、ストーブな
どの暖房器具を使う機会が
増えるため、１年を通して火
災が発生しやすい時季にな
ります。この機会に、身の回
りの火の元を点検したり避
難口を確認するなどして火
災予防に対する意識を高め、
尊い生命と貴重な財産を火
災から守りましょう。
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【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

今
年
で
最
後
の
大
会
と

な
っ
た
、
第
50
回
く
り

や
ま
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
9
月

1
日
に
行
わ
れ
、
約
4
3
0

人
の
参
加
者
が
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
前
に
集
ま
り
ま
し
た
。
開

会
式
で
は
「
は
る
ば
る
賞
」
な

ど
の
授
与
式
が
あ
り
、
東
京
都

や
高
知
県
な
ど
遠
方
の
参
加
者

に
佐
々
木
学
町
長
が
町
産
の
メ

最
後
の
大
会
を
存
分
に
走
っ
て

第
50
回
く
り
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
大
会

栗山町 検索栗山町 検索

東
京
学
芸
大
学
の
学
生
11

人
が
８
月
29
日
か
ら
２

日
間
、
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・

コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス
に
滞
在

し
「
水
辺
の
学
び
デ
ザ
イ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｗ
ａ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
）」

の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
学
生

た
ち
は
、
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
再

生
地
区
見
学
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
雨
煙
別
学
校
理
事
の
高
橋
慎

さ
ん
を
講
師
に
招
き
「
栗
山
の

町
主
催
の
総
合
防
災
訓
練

が
９
月
８
日
、
朝
日
ふ

れ
あ
い
公
園
で
行
わ
れ
、
町
民

１
６
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
大
雨
を
想
定
し

て
、
午
前
８
時
に
避
難
を
知
ら

せ
る
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
町
民

に
配
信
。
避
難
完
了
後
、
参
加

者
は
土
の
う
づ
く
り
や
救
護
訓

練
な
ど
を
体
験
し
、
防
災
意
識

を
高
め
ま
し
た
。
ま
た
、
自
衛

ロ
ン
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
栗
山
小
学
校
前
を
ス
タ
ー

ト
し
、
ゴ
ー
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
に
着
く
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
3
㎞
・
6
㎞
・
10
㎞
の
コ
ー

ス
を
、
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら

走
り
ま
し
た
。
ま
た
、
閉
会
式

前
に
は
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
町

産
の
ト
マ
ト
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な

ど
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

栗
山
で「
水
」を
学
ぶ

東
京
学
芸
大
学

水
辺
環
境
づ
く
り
の
取
り
組

み
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
聞
き

ま
し
た
。
講
演
の
中
で
高
橋
さ

ん
は
「
河
川
の
自
然
再
生
は
、

近
隣
市
町
の
理
解
を
得
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
す
。人
と
ホ
タ
ル
、

サ
ケ
な
ど
の
生
き
物
や
自
然
が

共
生
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
呼
び
か
け
、
学
生
た
ち

は
水
環
境
の
学
び
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

災
害
時
に
備
え
防
災
意
識
を
高
め
る

総
合
防
災
訓
練

隊
の
災
害
救
助
資
機
材
の
展
示

や
町
赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
炊

き
出
し
訓
練
で
は
ア
ル
フ
ァ
米

な
ど
の
試
食
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
訓
練
に
参
加
し
た
、
栗
山

小
学
校
４
年
生
の
大
塚
遥は

る
ま真
く

ん
は「
非
常
食
が
珍
し
か
っ
た
。

災
害
の
起
こ
っ
た
と
き
は
、
自

分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
気
を

つ
け
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

高
橋
さ
ん
の
講
演
を
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
聞
き
入
る
学
生
た
ち

救
護
訓
練
の
よ
う
す

①

②

①惜しまれながらラ
ストランがスタート

②遠方の参加者へ町
産のメロンを贈呈

栗山町 検索栗山町 検索

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど

を
対
象
に
自
動
ブ
レ
ー

キ
な
ど
の
性
能
を
実
際
に
体
験

し
て
も
ら
う
サ
ポ
カ
ー
の
試
乗

講
習
会
が
、
９
月
13
日
に
栗
山

自
動
車
学
校
で
開
か
れ
、
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
員
な
ど
42
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
小
澤
茂
晴

校
長
は
「
免
許
を
取
得
し
て
50

年
以
上
の
方
も
い
ま
す
。
自
動

車
は
進
化
し
て
い
ま
す
の
で
、

進
化
し
た
自
動
車
を
試
乗
体
験

栗
山
自
動
車
学
校

栗
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

が
、
町
内
の
各
小
中
学

校
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
寄
贈
し
、

そ
の
贈
呈
式
が
9
月
5
日
に

役
場
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
栗

山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
50

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
児

童
生
徒
の
安
全
・
安
心
を
図
る

目
的
で
実
現
し
ま
し
た
。
贈
呈

式
で
は
、佐
々
木
学
町
長
か
ら
、

栗
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
寄

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
を
守
っ
て

栗
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

贈
に
対
す
る
感
謝
状
の
授
与
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
山
本
秀
一
会

長
は
「
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
犯
罪
の
抑
止
力
に

つ
な
が
り
ま
す
」
と
話
し
、
栗

山
中
学
校
の
太
田
康
彦
校
長
は

「
職
員
室
が
2
階
に
あ
る
の

で
、
早
い
段
階
で
異
変
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

栗
山
青
年
会
議
所
が
主
催

す
る
「
２
０
１
９
河
川

清
掃
サ
ケ
の
還
る
川
ク
リ
ー
ン

作
戦
＆
い
き
も
の
捕
獲
・
観
察

会
」
が
９
月
14
日
に
行
わ
れ
、

サ
ケ
が
産
卵
で
き
る
き
れ
い
な

川
に
す
る
た
め
に
雨
煙
別
川
の

川
辺
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
拾

い
集
め
ま
し
た
。
河
川
清
掃
を

終
え
る
と
、
雨
煙
別
川
に
生
息

す
る
魚
を
観
察
す
る
「
い
き
も

の
観
察
会
」
が
行
わ
れ
、
流
域

生
態
研
究
所
の
妹
尾
優
二
所
長

か
ら
、
魚
の
特
徴
な
ど
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
岩
見
沢
市
か

ら
参
加
し
た
高
田
悠
哉
さ
ん

（
８
歳
）
は
「
川
に
は
空
き
缶

な
ど
の
ゴ
ミ
が
あ
っ
た
。
網
で

魚
を
い
っ
ぱ
い
捕
ま
え
る
こ
と

が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。
ま
た

来
年
も
参
加
し
て
み
た
い
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

自
動
ブ
レ
ー
キ
体
験
す
る
高
齢
者
ド

ラ
イ
バ
ー

山
本
秀
一
会
長
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
の

目
録
を
受
け
取
る
佐
々
木
学
町
長

ぜ
ひ
体
感
し
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。そ
の
後
、教
習
コ
ー

ス
に
移
動
し
、
実
際
に
乗
車
し

て
自
動
ブ
レ
ー
キ
を
体
験
し
ま

し
た
。
試
乗
体
験
に
参
加
し
た

新
谷
信
典
さ
ん（
75
歳
）は「
高

齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
最

新
の
自
動
ブ
レ
ー
キ
な
ど
の
性

能
で
事
故
防
止
に
繋
が
れ
ば
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

雨
煙
別
川
を
サ
ケ
が
戻
れ
る
川
に

河
川
清
掃
＆
い
き
も
の
捕
獲
・
観
察
会

①

②

①参加者全員で雨煙
川の魚と一緒に記念
撮影

②妹尾所長が魚の特
徴などを説明
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今月の健
け ん こ う

幸

元
気
が
一
番

保
健
の
お
知
ら
せ

【問い合わせ】　
　町住民保健課
　健康推進
　グループ
　☎ 73-2256

H
ealthHea

lth
H
e

althHeal

th
e
a
lt
hイ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一

部
助
成
の
お
知
ら
せ

◆
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
町
民

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
機
能
・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
日
常
生
活

が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
障
が
い
が
あ

る
方

◆
望
ま
し
い
接
種
時
期

10
月
～
12
月
中
旬

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
例
年
１

月
上
旬
～
３
月
上
旬
が
中
心
で
す
。

予
防
接
種
の
効
果
が
表
れ
る
ま
で
に

は
接
種
後
約
２
週
間
程
度
か
か
り
、

５
カ
月
間
効
果
が
持
続
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
12
月
中
旬
頃

ま
で
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

◆
助
成
金
額

１
５
０
０
円

（
生
活
保
護
世
帯
は
全
額
助
成
）

※
町
内
の
医
療
機
関
で
接
種
さ
れ
る
方

は
、
接
種
費
用
か
ら
助
成
金
額
を
控

除
し
た
額
を
医
療
機
関
に
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

も
っ
と
歩
け
る
足
づ
く
り

け
ん
そ
く
（
健
足
）
サ
ロ
ン
か
ら
の
お

知
ら
せ７

月
か
ら
11
月
ま
で
全
10
回
の
け

ん
そ
く
（
健
足
）
サ
ロ
ン
が
ま
ち
の

駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」
で
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

け
ん
そ
く
（
健
足
）
サ
ロ
ン
は
、

体
操
や
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、
理
学
療

法
士
が
健
康
な
足
の
作
り
方
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

◆
日
　
程

10
月
10
日
㈭

「
１
０
０
歳
ま
で
ハ
イ
ヒ
ー
ル
履
け

ま
す
か
？
」

10
月
24
日
㈭

「
成
長
期
（
幼
児
）
の
靴
選
び
」

◆
時
　
間
　

午
後
１
時
半
～
２
時
半

◆
対
　
象
　

年
代
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

◆
場
　
所
　

ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」

※
受
講
料
無
料
・
申
込
不
要
で
す
。

※
く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
が
１
ポ

イ
ン
ト
入
り
ま
す
。

脳
検
診
の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
平
成
31
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
40
・

45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
に
な

る
方
を
対
象
に
、
脳
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。（
対
象
者
に
は
５
月
末

に
個
別
に
案
内
送
付
済
み
）

◆
場
　
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
検
査
内
容

Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁
気
共
鳴
診
断
画
像
）

◆
料
　
金

５
０
０
０
円

◆
日
　
程

10
月
17
日
㈭
・
18
日
㈮
・
19
日
㈯

◆
定
　
員

３
日
間
で
１
０
０
人

※
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
が
１
ポ

イ
ン
ト
入
り
ま
す
。

集
団
健
（
検
）
診
の
お
知
ら
せ　

◆
日
　
程

11
月
18
日
㈪

午
前
７
時
50
分
役
場
集
合

※
無
料
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

◆
場
　
所

札
幌
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

◆
健
診
機
関

北
海
道
対
が
ん
協
会

◆
受
診
で
き
る
項
目

特
定
健
診
・
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
・
い
き
い
き
健
診
・
各
種
が
ん
検

診
（
胃
・
肺
・
大
腸
・
子
宮
・
乳
）

※
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
は
対
象
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
「
保
健
サ
ー
ビ
ス
ガ

イ
ド
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

献
血
の
お
知
ら
せ

◆
日
　
程

10
月
28
日
㈪

◆
場
所
・
時
間

○
北
海
道
内
田
鍛
工
株
式
会
社

午
前
９
時
半
～
11
時

○
役
場

午
後
0
時
半
～
３
時

○
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

午
後
３
時
半
～
４
時
半

21

町税納期限 納税は便利な口座振替
をご利用ください

納 税 に 関 す る 相 談
町税務課収納グループ　☎ 73-7506町税務課課税グループ　☎ 73-7505

【課税内容に関する問い合わせ】

コ
ン
ビ
ニ
納
付
が

で
き
ま
す

後期高齢者医療保険料 ④期

介 護 保 険 料　　 ④期

国 民 健 康 保 険 税　　 ④期

町 道 民 税　　 ③期 }10 月 31 日（木）

差し押さえ強化中

給与 土地ほか

平成 30 年度滞納処分の状況
　　処分状況は次のとおりです。
　【財産調査の件数】
　　572 件
　（預貯金、給与、不動産など）
　【差し押さえなどの件数】
　・預 貯 金　77 件
　・給与ほか　35 件　

　

催
告
書
の
送
付

　

町
で
は
、
納
期
内
に
町
税
を

納
付
し
な
い
方
に
対
し
て
、
督

促
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
納
付
し
な
い
方
に

は
、
催
告
書
の
送
付
や
訪
問
な

ど
に
よ
り
自
主
納
付
を
促
し
て

い
ま
す
。

　

職
場
に
も
調
査

　

し
か
し
、
再
三
の
催
告
や
納

付
相
談
な
ど
に
応
じ
ず
、
納
税

に
誠
意
の
見
ら
れ
な
い
滞
納
者

に
対
し
て
は
、
納
付
さ
れ
て
い

る
方
と
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
、
法
に
基
づ
き
、
滞
納
処
分

を
行
い
ま
す
。

　

預
貯
金
や
資
産
（
土
地
な
ど

の
不
動
産
や
自
動
車
な
ど
の
動

産
）
の
調
査
や
職
場
へ
の
給
与

調
査
を
行
い
、
差
し
押
さ
え
を

執
行
し
ま
す
。

　

納
期
内
に
納
付
を
！

　

町
税
の
納
付
は
、
納
期
内
の

自
主
納
付
が
原
則
で
す
。
納
期

限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
督
促
状

の
発
送
な
ど
に
多
額
の
経
費
が

か
か
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
口
座
振
替
の
推
進

や
24
時
間
３
６
５
日
納
付
可
能

な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
収

納
を
全
て
の
町
税
で
利
用
可
能

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
納
期
内

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

医
療
費
が
10
割
負
担
⁉

　

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し

続
け
る
と
、
保
険
証
の
有
効
期

間
が
短
く
な
っ
た
り
、
滞
納
が

終
わ
る
ま
で
医
療
費
を
10
割
負

担
す
る
資
格
証
明
証
と
な
り

ま
す
。

　

早
め
の
納
付
相
談
を
！

　

町
で
は
、
病
気
や
失
業
、
生

活
困
窮
な
ど
に
よ
り
、
ど
う
し

て
も
納
期
内
の
納
付
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
、
納
付
計
画
（
分

納
計
画
）
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
の
で
、
早
め
に
町
税
務
課

収
納
グ
ル
ー
プ
（
⑨
番
窓
口
）

へ
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
相
談
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
税
務
課
収
納
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
６

STOP税

　差押物件の合同公売会を開催します。参加には、印鑑（法人は代表者印）・運転免許証などの
身分証明書・委任状（代理入札の場合）・買受代金（現金）が必要です。ぜひお越しください。

【日　時】　11 月 3 日㈷　12：00 ～ 14：00
【場　所】　石狩市花川北コミュニティセンター（石狩市花川北 3 条 2 丁目 198-1）
【問い合わせ】　空知総合振興局納税課　☎ 0126-20-0057

　　　　　　　または 町税務課収納グループ　☎ 73-7506

「地方税合同公売会 in 石狩」開催



JR 室蘭線路線維持などに
緊急的かつ臨時的な支援を実施

№ 18

J
R
室
蘭

線
を
利用して出か

け
よ
う
！

【問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

　9 月 12 日、栗山小学校の 2 年
生 64 人が JR 室蘭線の体験乗車
を行いました。これは、生活科の
授業の一環として毎年実施してい
るもので、今年は道内で初の試み
として、JR 北海道社員が学校現
場を訪問して教室を開き、JR 追
分駅の一杉駅長から室蘭線の列車
や栗山駅についてのお話、JR 北
海道社員からは、「列車の乗り方
教室」と題し、スライドを使い切

符の買い方や列車に乗る時に気を
付けることなどの説明を受けま
した。
　その後、子どもたちは栗山駅か
ら由仁駅まで乗車し、由仁町のゆ
めっく館を見学しました。体験乗
車した三好悠

ゆうだい
偉さんは、「栗山駅

から列車に乗るのは初めて。すご
く速くて、外の景色はきれいだっ
た」と笑顔で話していました。

栗山小学校 2 年生が JR 室蘭線で体験乗車 !!

　北海道および関係線区沿線市町
村は、JR 北海道が令和元年度お
よび２年度において、関係線区で
実施する設備投資に対し、２年間
の緊急的かつ臨時的な支援を実施
いたします。本町が関係する室蘭
線沿線市町では、先の 9 月議会
定例会において承認され、本町の
支援金拠出額は 130 万円となり

ました。なお、支援金拠出額は、
均等割、人口割、財政割によって
算出しています。
　今後もＪＲ北海道の経営改善に
向けた取り組みについては、引き
続き関係機関と情報共有・連携し、
対応してまいります。

沿線市町 支援金拠出額

岩見沢市 2,200 千円

由仁町 1,100 千円

安平町 1,400 千円

苫小牧市 1,850 千円

栗山町 1,300 千円

計 7,850 千円
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■定例相談も開催しています
○偶数月第１火曜日
　時間╱ 10：00 ～ 12：00
　場所╱農村環境改善センター

特設行政相談を開催 します　総務省では、行政相談制度について、広く国民に理
解され、利用していただけるよう、毎年 10 月の 1 週
間を「行政相談週間」と定めています。
　今年度は、10 月 7 日㈪から 13 日㈰までの 1 週間を「行
政相談週間」と定め、本町でも行政相談委員が次のと
おり特設行政相談所を開設しますので、お困りの際は
ぜひ一度ご利用してはいかがでしょうか。

行政相談
総務省の 困ったら　一人で悩まず

年金、税金、道路、雇用・労働問題など、国の仕事の
手続き、サービスについて暮らしの中で困っているこ
とをご相談ください。

行政相談キャラクター
キ ク ー ン

10/7㈪

   ～13㈰

【日時・場所】
　日時╱　　月　　日㈰　10：00 ～ 12：00
　場所╱南部公民館

10 13

③行政相談委員とは・・・
　総務大臣から委嘱を受けた民間有識者で、住民
の相談相手として、国の仕事に関する苦情や要望
を受け付け、その解決を図る行政相談業務を行い
ます。

【問い合わせ】
　町総務課広報・防災・情報グループ ☎ 73-7501

■大畠　政勝さん
湯地 ☎ 72-5110

【本町の行政相談委員】

①行政相談とは・・・
　公正・中立の立場から、年金、登記、道路、河川、
窓口サービスなど役所の業務についての要望、意
見を受け付け、関係行政機関などにその解決や実
現を働きかけるとともに、行政の制度や運営の改
善に生かす国の制度です。無料で相談でき、秘密
は固く守られます。

②改善事例は・・・
　道道恵庭・栗山線の栗山跨道橋内にツララが何
カ所かできていて、落下すると危険だからどうに
かしてほしい・・・
→行政相談委員が、道路管理者に相談内容を伝え、

改善を申し入れたところ、すぐに危険箇所のツ
ララは撤去されました。

よくある質問

第 4 回　陸・海・空自衛官候補生（任期制自衛官）採用試験
【受付】11 月 14 日㈭まで
【年齢】18 歳～ 32 歳
【試験日】　11 月 23 日㈷～ 24 日㈰（いずれか 1 日）
【問い合わせ】自衛隊札幌地方協力本部　恵庭地域事務所　☎ 0123-34-5438

自衛隊の “ 経験 ” を社会で生かそう！



　

最新スマホが100円 ?
実は有料サービスの申し込みだった

【国民生活センター事例より】
パソコンを使っていたら、ポップアッ
プでアンケートが表示された。「簡単
なアンケートに答えると最新スマート
フォンが 11 万円のところ約 100 円で
購入できる」と書かれていたので、ア
ンケートに答え、住所、名前、メール
アドレス、クレジットカード番号を入
力した。すぐにメールが 2 通届いたが、
何らかのサイトに登録されたというよ
うなことが書いてあった。
　　　　　　　     　　（60 歳代　男性）

消費生活消費生活消費生活

横断質横断質相談室 です

◎パソコンやスマートフォンの画面に、100 円や1 ドルと
いった安価で最新スマートフォンなどが購入できるとい
う表示がされ、クレジットカード情報を入力したところ、
実際には別の有料サービスの申し込みになっていたとい
う相談が寄せられています。

◎手順途中には、よく見ると「キャンペーンに参加する権
利」「有料サービスの契約」などと記載されています。表示
を信用して、すぐに申込手続きを始めてしまうことは、ト
ラブルの元です。個人情報を入力する前に内容をよく確
認しましょう。

◎安易に個人情報、特にクレジットカードの情報を入力し
てはいけません。細心の注意を払うことが必要です。意図
しない契約となってしまった場合は、すぐにカード会社
に連絡しましょう。

◎困ったときは、南空知消費生活相談室にご連絡ください。

【注意事項】

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

☎ 72-3581
毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00

　

第
11
回
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◆
日
　
時　

10
月
６
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
半

※
正
午
よ
り
、
大
ホ
ー
ル
で
松
川
敦
子

さ
ん
に
よ
る
「
親
子
で
ワ
ク
ワ
ク

ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
」
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
楽
し
み
に
！

◆
場
　
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
対
　
象

　

就
学
前
の
乳
幼

児
と
そ
の
家
族

※
買
っ
た
も
の
や

景
品
を
入
れ
る

袋
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
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という名の家族

子どもがキラキラ育つまち

【問い合わせ】　
　町福祉課
　福祉・子育てグループ
　☎ 73-2222

しつけは暴力ではできません！

恐怖から子どもは学ばない
　

最
近
、
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
「
し
つ

け
」
に
名
を
借
り
た
保
護
者
の
暴
力
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。「
ゆ
る
し
て
」
と

懇
願
す
る
ノ
ー
ト
を
残
し
て
命
を
落
と

し
た
女
児
の
事
件
や
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
バ
ッ
ト
で
た
た
か
れ
、
夜
中
に
置
き

去
り
に
さ
れ
た
事
件
な
ど
、
連
日
の
よ

う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
こ

の
よ
う
な
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

日
本
で
は
、
子
ど
も
へ
の
体
罰
や
暴

言
を
「
し
つ
け
の
一
環
」
と
し
て
容
認

す
る
風
潮
が
あ
り
ま
す
。「
し
つ
け
の

た
め
に
た
た
く
の
は
仕
方
な
い
」「
体

罰
は
必
要
」
と
い
う
考
え
が
根
強
く
あ

り
ま
す
。
公
益
社
団
法
人
「
セ
ー
ブ
・

ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
」
が
平

成
29
年
に
実
施
し
た
調
査
で
、
成
人

２
万
人
の
約
６
割
が
子
ど
も
の
し
つ
け

と
し
て
体
罰
を
容
認
。
子
育
て
中
の
親

１
０
３
０
人
の
約
７
割
が
、
実
際
た
た

い
た
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。

世
界
の
中
で
日
本
は
多
い

「
た
た
く 

し
つ
け
」

◆
ケ
ー
ス
①

　

農
村
地
域
で
家
族
が
多
く
祖
父
母
も

同
居
し
て
い
た
。
子
ど
も
に
は
、
言
葉

で
言
っ
て
も
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
の

で
た
た
い
て
注
意
し
て
い
る
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
父
母
や
祖
父
母
に

対
し
、
自
分
は
ち
ゃ
ん
と
「
子
育
て
し

て
い
る
」「
し
つ
け
」
を
し
て
い
る
こ

と
を
分
か
っ
て
も
ら
う
た
め
つ
い
手
が

出
て
し
ま
っ
た
。

◆
ケ
ー
ス
②

　
「
も
う
、
ダ
メ
っ
て
言
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
！
」
な
か
な
か
寝
付
か
な
い
１

歳
半
の
子
ど
も
へ
の
イ
ラ
イ
ラ
か
ら
、

怒
鳴
り
思
わ
ず
背
中
を
た
た
い
た
。

　

す
ぐ
我
に
返
り
「
ご
め
ん
ね
、
ご
め

ん
ね
」
と
声
を
か
け
泣
い
て
い
る
子
を

抱
き
し
め
た
。「
た
た
く
」
こ
と
が
自

分
の
感
情
の
は
け
口
に
な
っ
て
い
る
と

気
づ
い
た
が
、
強
く
言
わ
な
い
と
子
ど

も
は
分
か
ら
な
い
と
思
っ
た
。

　

集
団
社
会
の
ル
ー
ル
に
あ
っ
た
行
動

が
で
き
る
よ
う
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る

こ
と
。
子
ど
も
が
自
分
で
自
分
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
大
人
が
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
を
抑
制

し
た
り
、
威
圧
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
体
罰
は
恐
怖
や
痛
み
で
子
ど
も

の
言
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
従
わ
せ

る
こ
と
で
す
。こ
こ
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
、

「
腹
が
立
っ
た
ら
暴
力
し
て
も
い
い
」

そ
れ
だ
け
で
す
。

　

11
月
は
虐
待
防
止
月
間
で
す
。
こ
の

大
き
な
問
題
を
家
族
だ
け
で
な
く
、
地

域
や
社
会
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

身
近
に
あ
る
体
罰

た
と
え
ば
・
・
・

「
躾し

つ
け

」
と
は
・・・

大
会
が
開
催
さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
！

私
を
含
め
、
参
加
者
の
方
々
は

「
富
山
に
行
っ
て
み
た
い
！
」
と
口

を
そ
ろ
え
て
言
っ
て
い
ま
し
た
。

行
っ
た
こ
と
の
な
い
土
地
の
方
と
こ

う
し
て
出
会
い
、
い
つ
か
そ
の
土
地

を
訪
れ
る
、
と
い
う
交
流
が
生
ま
れ

る
と
い
う
の
は
な
ん
だ
か
不
思
議

で
、
素
敵
な
こ
と
だ
な
、
と
感
じ
ま

し
た
。
私
た
ち
も
栗
山
町
に
訪
れ
た

く
な
る
よ
う
な
魅
力
を
伝
え
て
い
け

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！

【
問
い
合
わ
せ
】

町
Ｐ
Ｒ
隊
事
務
所

☎
�
７
７
２
９

cafe

＆bar

く
り
と
く
ら
２
階

（
旧
昭
和
堂
時
計
店
）

富
山
国
際
大
学
と
コ
ラ
ボ
企
画

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですNo.40

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
金
谷
で
す
。

８
月
５
日
、
富
山
国
際
大
学
の
学

生
さ
ん
と
栗
山
町
の
「Café&

bar

く
り
と
く
ら
」
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
「
富
山
国
際
大
学
ナ
イ
ト
in

く
り
と
く
ら
」
に
参
加
し
ま
し
た
！

富
山
国
際
大
学
の
学
生
さ
ん
は
、

昨
年
か
ら
栗
山
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
取
組
状
況
を
視
察
す
る
た
め
町

を
訪
れ
、
今
年
も
宿
泊
施
設
開
業
に

つ
い
て
の
視
察
に
来
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
の
機
会
に
お
互
い
の
ま
ち

を
さ
ら
に
深
く
知
る
機
会
と
し
て
開

催
し
た
の
が
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
。

当
日
は
多
く
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ

い
、
ほ
ぼ
満
席
状
態
で
し
た
。
今
回

来
て
く
れ
た
の
は
生
ま
れ
も
育
ち
も

富
山
県
の
男
子
学
生
さ
ん
３
人
！
こ

の
日
は
、
富
山
と
栗
山
の
特
産
品
を

使
っ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー
も
用

意
さ
れ
、
学
生
さ
ん
自
ら
配
膳
と
料

理
の
説
明
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
富
山
県
と
大
学
の
専
攻
に
つ

い
て
の
紹
介
が
あ
り
、
最
後
に
は
富

山
の
お
土
産
が
当
た
る
じ
ゃ
ん
け
ん
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く
ら
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く
ら
し

催
　
し

募
　
集

講
　
習

相
　
談

無
年
金
者
生
活
支
援
給
付
金
を
支
給

◆
対　

象　

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
の
受
給

資
格
の
な
い
方
で
、
次
の
①
か
ら

⑥
の
全
て
に
該
当
し
生
活
上
困

窮
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

①
生
活
保
護
費
の
支
給
を
受
け
て
い

な
い
方

②
前
年
収
入
額
が
80
万
円
未
満
の
方

③
令
和
元
年
度
の
町
民
税
で
ど
な
た

か
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
な

い
方

④
町
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
方

⑤
同
一
世
帯
内
に
収
入
の
あ
る
同
居

人
が
い
な
い
方

⑥
同
居
し
て
い
な
い
親
族
や
第
三
者

な
ど
か
ら
定
期
的
・
臨
時
的
に
金

銭
の
支
援
を
受
け
て
い
な
い
方

◆
支
給
額

月
額
５
０
０
０
円

※
申
請
書
と
印
鑑
の
他
に
、
審
査
の

書
類
や
通
帳
な
ど
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
福
祉
課

高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
７

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場

労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
、
建
設

業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制

度
で
す
。

事
業
主
の
方
々
が
、
労
働
者
の

働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け
金
と

な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で

働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退

共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
退
職
金

制
度
で
す
。

◆
対　

象

・
建
設
業
を
経
営
す
る
事
業
主

・
建
設
業
の
現
場
で
働
く
労
働
者

◆
掛
け
金

日
額
３
１
０
円

◆
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人　

勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構　

建
設
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部　

北
海
道
支
部

☎
０
１
１
（
２
６
１
）
６
１
８
６

秋
季
消
防
演
習

下
記
の
日
程
で
、
各
分
団
の
演

習
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
演
習

実
施
中
に
車
両
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
火
災

と
間
違
わ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

催

し

ま
す
。

○
第
１
分
団
（
栗
山
）

◆
場　

所

栗
夢
広
場

◆
日　

時

10
月
19
日
㈯　

午
後
２
時

○
第
２
分
団
（
角
田
）

◆
場　

所

角
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
日　

時

10
月
26
日
㈯　

午
後
３
時

○
第
３
分
団
（
継
立
）

◆
場　

所

南
部
公
民
館

◆
日　

時

10
月
中
旬　

午
後
１
時
半

◆
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
、
親

睦
と
交
流
を
目
的
に
、
身
体
を

使
っ
た
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
し
ま
す
。

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◆
日　

時　
　

10
月
５
日
㈯

午
前
８
時
半
か
ら
正
午
ま
で

◆
場　

所　
　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対　

象　
　

町
内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
の
方

◆
内　

容　
　

身
体
を
使
っ
た
楽
し
い
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い
実

行
委
員
会（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

☎
�
１
３
２
２

消
費
者
生
活
学
習
会

◆
日　

時

10
月
７
日
㈪

午
前
10
時
～
正
午

◆
場　

所

町
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
研
修
室

◆
内　

容

「
知
っ
て
お
き
た
い
相
続
と
遺
産
」

◆
講　

師

弁
護
士　

松
村　

亮
哉
さ
ん

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

◆
申
込
先・問
い
合
わ
せ

町
消
費
者
協
会　

事
務
局　

大
西

☎
�
４
３
８
３

※
10
月
５
日
㈯
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

第
四
回
栗
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◆
日　

時

10
月
13
日
㈰

午
後
０
時
30
分
（
受
付
開
始
）

◆
場　

所

緑
香
苑
（
栗
山
公
園
横
、
オ
オ
ム

ラ
サ
キ
館
向
か
い
）

◆
内　

容

・
栗
ひ
ろ
い
、
焼
き
栗
実
演

・
白
樺
樹
皮
カ
ヌ
ー
展
示

・
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
展
示

・
コ
ン
サ
ー
ト

・
特
選
中
古
車
市

・
愛
の
バ
ザ
ー
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

・
景
品
の
当
た
る
抽
選
会

※
事
前
の
お
申
し
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

◆
主　

催

「
く
り
や
ま
森
の
恵
み
を
活
か
そ

う
会
」「
栗
笑
夢
」

◆
問
い
合
わ
せ

○郷土芸能普及のため、太鼓の革を張り替え
栗山みのり太鼓では、一般財団法人自治総合セン

ターのコミュニティ助成事業の採択を受け、太鼓の革
の張り替えを行いました。町内外で行われるイベント
による地域の活性化やまちの PR、太鼓を通じた青少
年育成と郷土芸能の普及・継承に取り組んでいます。

この事業は、住民のコミュニティ活動を推進し、そ
の健全な発展を図るとともに宝くじの普及広報を目的
に行われています。

ウ
ク
レ
レ
弾
い
て
み
よ
う
会

初
め
て
弾
く
方
も
当
日
中
に

「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
」
と

「
お
ど
る
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン
」
を
弾

い
て
歌
え
る
こ
と
を
目
標
に
、
ウ

ク
レ
レ
弾
い
て
み
よ
う
会
を
開
催

し
ま
す
。

◆
日　

時

10
月
12
日
㈯

午
後
１
時
～
３
時

◆
場　

所

栗
山
地
の
塩
キ
リ
ス
ト
教
会

（
錦
３
丁
目
）

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

※
茶
菓
差
し
入
れ
は
歓
迎
し
ま
す
。

◆
持
ち
物

ウ
ク
レ
レ

※
楽
器
店
で
３
０
０
０
円
程
度
か
ら

購
入
で
き
ま
す
。
お
持
ち
の
方
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
先
着
１
人
の
み
当
日
に
ウ
ク
レ
レ

貸
出
可
能
で
す
。
お
申
し
込
み
の

際
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

異
文
化
交
流
を
楽
し
む
会　

田
近

☎
０
９
０（
６
１
９
１
）０
１
７
４

緑
香
苑

☎
０
８
０（
１
８
９
９
）３
４
２
４

く
す
み
洋
服
店

☎
�
１
０
８
８

暮
ら
し
の
ア
ー
ト
と
木
工
家
具
作

品
展

町
で
制
作
さ
れ
た
陶
芸
・
書
・

銅
版
画
の
ア
ー
ト
作
品
と
、
町
内

外
の
家
具
作
家
が
手
掛
け
た
木

工
家
具
作
品
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
展
で
す
。

◆
日　

時

11
月
２
日
㈯
、
４
日
（
振
休
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

◆
場　

所

く
り
や
ま
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｕ（
キ
ロ
ル
）」（
北

海
道
介
護
福
祉
学
校
隣
）

※
入
場
無
料
で
す
。

◆
出
展
者

・
奥
田
秋
湖
（
書
）

・
古
林
玲
美
（
銅
版
画
）

・
宮
本
秀
仁
（
家
具
工
房　

森
巣
）

・
篠
島
寿
宏
（
家
具
工
房　

木
朧
）

・
飯
野
方
人
（
木
工
房　

森
の
音
）

・
畠
山
吉
勝

（
木
工
房　

ぴ
よ
も
こ
）

◆
問
い
合
わ
せ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｕ

（
キ
ロ
ル
）」

☎
�
６
４
６
６
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給水装置はお客様（所有者）の財産です
　町が管理する配水管から分かれて、各家庭に水
を配る水道管を「給水管」といいます。この給水
管と止水栓、水道メーター、蛇口などをまとめて「給
水装置」と呼んでいます。
　給水装置の水道メーター以外は所有者の財産で
すので、所有者が維持管理を行い、それにかかる
費用は所有者の負担となっています。
　家庭で安心して水道を使用していただくために、
給水装置から水が漏れていないか、故障がないか
など、いつも気を付けて管理してください。
※配水管から水道メーターまでの給水管の漏水に

ついては、町で負担します。
【問い合わせ】

町上下水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

みんなの

水 道

◆
申
込
定
員　

30
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
に
な
り
ま
す
）

◆
申
込
期
間

10
月
７
日
㈪
～
9
日
㈬

◆
主
催
・
問
い
合
わ
せ

く
り
や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
加
盟

店
会　

仲
井　

☎
０
９
０（
１
５
２
１
）3
5
0
5

ス
キ
ー
指
導
員
養
成
講
習

栗
山
ス
キ
ー
連
盟
で
は
、
ス

キ
ー
指
導
員
に
挑
戦
す
る
方
の
養

成
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

◆
期　

間　

11
月
～
３
月

◆
対　

象

･
20
歳
以
上　
Ｓ
Ａ
Ｊ
1
級
取
得
者

・
シ
ニ
ア
Ｓ
Ａ
Ｊ
２
級
以
上

◆
申
込
期
限　

10
月
19
日
㈯
ま
で

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

谷
田
進
太
郎

☎
０
９
０（
1
5
2
6
）3
3
5
6

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

◆
日　

時　

　

10
月
18
日
㈮

　

午
後
1
時
～
3
時

◆
場　

所
募

集

　

 国民年金保険料『２年間前納』を
ご利用になりませんか？

毎年 4 月末に 2 年間の国民年金保険料を前納す
る納付方法により、大きな割引を受けられます。

2 年間前納は、口座振替、現金、クレジットカー
ドでご利用できます。
≪ 2 年間前納のメリット≫
① 2 年間で 15,000 円程度の割引となります。
※令和元年度～口座振替で 15,760 円割引、現金、

クレジットカードで 14,520 円割引
② 2 年前納分の全額がその年の社会保険料控除の対

象となります。
※お申し込みは随時受け付けていますが、毎年の申

込期限は 2 月末です。
【問い合わせ】

　町住民保健課住民グループ
　☎ 73-7509

国 民 年 金

は
じ
め
て
の
お
つ
か
い
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

◆
日　

時

11
月
2
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
3
時

（
1
人
30
分
程
度
）

◆
場　

所

ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」（
発

着
）・
駅
前
通
り
商
店
街
内

◆
対　

象

町
内
の
年
中
・
年
長
児
童

※
兄
弟
（
弟
・
妹
）
一
緒
の
参
加
は

可
能
で
す
。

◆
内　

容

保
護
者
か
ら
頼
ま
れ
た
お
つ
か
い

を
子
ど
も
た
ち
が
一
人
で
行
う

◆
参
加
特
典

子
ど
も
た
ち
の
お
つ
か
い
の
様

子
を
記
録
し
た
D
V
D
、
く
り

や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
（
5
0
0

円
分
）
を
贈
呈

◆
参
加
料

無
料
（
買
い
物
に
か
か
る
費
用
は

ご
負
担
く
だ
さ
い
）

◆
申
込
方
法

各
保
育
園
・
こ
ど
も
園
で
配
布
の

申
込
書
を
ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ

ザ
」
に
提
出
（
申
込
書
は
ま
ち
の

駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」
に
も
あ
り

ま
す
）

　

岩
見
沢
保
健
所

◆
内　

容

こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
を
抱
え
る
方

へ
の
精
神
科
医
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
申
込
先

　

岩
見
沢
保
健
所
健
康
推
進
課

　

☎
0
１
２
６
⑳
0
１
２
２

無
料
法
律
相
談

◆
日　

時

　

10
月
18
日
㈮

　

午
後
1
時
～
4
時

◆
場　

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

◆
内　

容

　

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ

る
30
分
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

　

無
料
（
定
員
6
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
1
３
２
２

秋はヒグマにご注意を！
ヒグマによる人身被害は、特に春と秋に多く発生していま

す。秋は冬眠を控えて、エサを求めてより活発に活動するた
め、人間とヒグマが遭遇する確率が高まります。

町では本年６月から９月までに 4 件の目撃情報があります。
入山する際は、安全のために下記のルールを守って行動し

ましょう。

【日　　時】
12 月 1 日㈰　9：00 ～　

【試験場所】　
北海道庁別館

（札幌市中央区北３条西７丁目）
【予備講習日時】

11 月 17 日㈰　9：00 ～ 17：00
【予備講習場所】

札幌コンベンションセンター
（札幌市白石区東札幌 6 条 1 丁目 1-1）

【受付期間】
・試験　　　10 月 15 日㈫～ 11 月 15 日㈮
・予備講習　11 月 10 日㈰まで

狩猟免許試験のお知らせ

【野山でヒグマに遭わないための基本的なルール】
・事前にヒグマの出没情報を確認する
・一人で野山に入らない
・野山では音を出しながら歩く
・薄暗いときには行動しない
・クマの足跡やフンを見つけたら、すぐに引き返す
・食べ物やゴミは必ず持ち帰る

【免許種類】
銃猟（第 1 種・第 2 種） 、わな猟、網猟

【費　　用】
・免許申請手数料 　5,200 円（免許ごと）
・予備講習料　8,250 円～ 16,500 円
※網猟以外は助成制度がありますので、

お問い合わせください。　
【問い合わせ】

町有害鳥獣被害防止対策協議会
（町産業振興課農林業振興グループ）

☎ 73-7515

【問い合わせ】
町産業振興課農林業振興グループ
☎ 73-7515

講

習



Kuriyama town
8 月 16 日～ 9 月 15 日届出

戸籍のまど

住所 氏名 月日 保護者名

松風 4 湯川　季
き う ん

雲 8/20 恭平・晶子
中央 4 青木　陽

よ う た

太 8/23 雄太・菜々美
中 里 今井　太

た お
凰 8/30 悠太・令

おめでた （敬称略）

ご厚意

くりのさとへ

金一封
ときわ町内会
白井　明美さん（江別市）
法隆寺（草間善生住職）

物　品 井上　博幸さん（杵臼）

慰　問
傾聴ボランティア（日原富士子会長）
月見草の会（高橋澄子会長）
ビハーラ栗山

泉徳苑・一草庵へ

ボランティア
太田　欣仁さん（松風 2）
ケーナの会

寄　附
カインドネスシオミ薬品
角田神社

人　口　　11,689人   （－9）
　男　　 5,409 人   （－8）
    女　   6,280 人   （－1）
世帯数　　  5,863 世帯 （－4）
※9月1日現在、（　）内は前月比です。

人のうごき

町へ

物　品 防犯カメラ設備一式（町内各小中学校 4 校）
栗山ロータリークラブ（山本秀一会長）

社会福祉協議会へ
金一封 谷口　温松さん（富士）

だより栗山公園
紅葉の季節です♪

2019 年 10 月号 Vol.139

【問い合わせ】
　栗山公園案内所　☎ 72-0706
　指定管理者
　　株式会社たかはしダリア

［最新情報を簡単アクセス］
　URL　http://t-daria.com/parktop

QR コ ー ド か ら
アクセス

31 広報くりやま　2019. 10 302019. 10　広報くりやま   

春は桜で賑わう栗山公園ですが、秋の御大師山の紅葉も壮
大な景色です！！気候も心地よい季節となり、公園でのん
びり過ごすには最適な時期です★
さくらだけでなく、くり・ななかまど・いちょう・もみじ・
いちい…と、たくさんの木々に囲まれています！！ぜひ、
秋を見つけに栗山公園に足をお運びください！！

【お知らせ】
10 月１日より、消費税 10％への引き上げに伴い、下記のと
おり栗山公園施設の利用料金も改定されました。皆さんの
ご理解とご協力をお願いします。
■バーベキューサイト　１区画 300 円→ 310 円
■キャンプサイト　　　１区画 500 円（今までと変わらず）

令和元（2019）年度
栗山町ふるさと応援寄附金
4/1 ～ 8/31 までの総数　6,600 件

【問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ  ☎ 73-7502

栗山町ふるさと応援寄附金への
ご厚意ありがとうございます。

95,425,254 円

　町民の皆さん、こんにちは。
　まもなく寒露を迎え、秋も深まってき
ましたが、いかがお過ごしでしょうか。

　8 月 22 日から 2 日間、大阪市で開催
された「北海道３自治体ビジネスセミ
ナー」に、商工会議所の松原会頭ととも
に参加しました。
　今回のセミナーは、企業誘致を目的
として、本町のほか当別町、大空町の 3
町と北海道銀行が主催したものです。
　道内に食品工場などの進出を考えて
いる企業を対象に開催したもので、大阪
市内の 80 社ほどの企業に参加いただき
ました。
　私を含め 3 町長からのプレゼン、ま
た参加企業との交流会という内容で、プ
レゼンも持ち時間 30 分という短い時間
でありましたが、栗山町の魅力や強みを、
しっかりとＰＲしてきました。
　歯止めのかからない人口減少に対応
するためには、やはり「働く場の確保」
が必要ですので、今後も、あらゆる機会
を通じ、積極的な企業誘致活動を進めて
まいります。

　8 月 31 日には、「栗山青年会議所創
立 50 周年記念式典」に参加しました。
　式典では、1969 年の創立以来、半世
紀にわたって実践されてきた、先駆的な
町づくり活動が紹介され、50 年という
歴史の重みを感じる式典でした。
　また、記念誌には、歴代の理事長や役
員などが掲載されており、ふるさと発展
に向けた情熱溢れる活動に、改めて感謝
申し上げます。
　令和の時代を迎え、この新時代を切り
拓く最大の力は、栗山青年会議所をはじ
め若い皆さんの行動力です。
　私も、さらなる町の飛躍に向け、若い
皆さんとともに歩んでまいりたいと思
います。

　9 月 1 日には、記念すべき「第 50 回
くりやまマラソン大会」の開会式に参加
し、スターターをさせていただきました。
　今大会には、町内はもとより道内各地
から、また遠くは東京・高知・大分から、
400 名を超えるランナーの皆さんに参

加いただきました。
　レース後半、一時的な大雨に見舞われ
ましたが、何とか無事ゴールされ、閉会
式では、お待ちかねの抽選会が行われ、
盛会裏に終了されました。
　このマラソン大会の主催者でありま
す栗山町陸上競技協会では、今大会を最
後の大会と位置付けられておりますが、
これまで半世紀もの長きにわたり、大会
開催にご尽力されたご功績に、心から敬
意と感謝を申し上げます。
　地域の衰退が進む中、交流人口の拡大
また町の魅力発信に、貴重な役割を果た
してきた、この歴史ある大会を、何とか
続けていくことができないか、簡単なこ
とではありませんが、協会をはじめ関係
者の皆さんとも協議を行い、今後検討し
てまいりたいと思います。

　9 月 15 日には、札幌の大通公園で開
催された「オータムフェスト」に参加し
ました。
　栗山町からは、農業者の皆さんが丹精
込めて栽培された新米やトウモロコシ、
トマト、ジャガイモなどが出品されま
した。
　約 2 時間、売り子をさせていただき
ましたが、少しは売上に貢献できたかな
と思っています。
　今後、東京での「北海道フェアｉｎ代々
木」、また札幌地下街オーロラタウンで
の「栗山町物産展」などが開催されます
が、私も出品者の皆さんとともに、全
力で町の魅力を発信してまいりたいと
思っています。

　今月 23 日に、人間ドックに行ってき
ます。
　年に一度の健康チェックの機会です
ので、入念に検査してもらおうと思って
います。
　町民の皆さんも、各事業所での検診や
町の特定健診など、年に一度は、ご自身
の健康チェックをお勧めします。
　町民の皆さん、朝晩めっきり寒くなっ
てきましたので、風邪などには十分お気
をつけてお過ごしください。

全力で町の魅力を発信！こちら
町長室

栗山町長　佐々木　学

日　程 内　容

10 月 1 日㈫
新採用職員辞令交付
地域おこし協力隊員委嘱状交付
栗山町政策評価委員会

10 月 3 日㈭
自民党過疎対策特別委員会視察対応
日本赤十字医療事業推進本部長
表敬訪問

10 月 4 日㈮
～ 5 日㈯

北海道フェア in 代々木

【今月の主な動向】
日　程 内　容

10 月 7 日㈪ 介護学生フィンランド留学帰国報告

10 月 10 日㈭ 全国地域安全運動栗山町住民大会

10 月 12 日㈯
栗山ロータリークラブ 50 周年
記念式典および祝賀会

10 月 13 日㈰ いなつ久と語る会 in 南空知

10 月 15 日㈫
～11月11日㈪

まちづくり懇談会

10 月 17 日㈭ 百歳祝記念品贈呈
※予定ですので変更となる場合があります。

日　程 内　容
10 月 21 日㈪ 南空知消防組合議会定例会

10 月 24 日㈭
さっぽろ地下街オーロラタウ
ン「栗山町物産展」

10 月 28 日㈪
～ 29 日㈫

北海道「命のみち」づくりを
求める東京大会

10 月 29 日㈫
国営かんがい排水事業道央用
水地区完工式および祝賀会

10 月 31 日㈭ 北海道町村会政策懇談会

自治体ビジネスセミナー
で栗山町の魅力をＰＲ

栗山青年会議所創立 50 周
年記念式典で祝辞

オータムフェストで栗山
町の農産物を PR

くりやまマラソン開会式
で選手を激励

住所 氏名 年齢 月日 世帯主
松風 2 三上　幸子 89 7/31 本 人
富 士 藤本　俊子 91 8/17 本 人
角 田 山崎セツ子 93 8/20 本 人
湯 地 渕野　太作 88 8/24 本 人
朝日 3 中村　春雄 88 8/28 本 人
富 士 原野　和敏 77 8/30 本 人
角 田 佐々木昭藏 92 8/30 本 人
中央 3 菊地　俊久 79 9/14 本 人
朝日 4 佐々木隆雄 74 9/14 本 人
松風 2 永坂　　功 88 9/15 本 人

おくやみ （敬称略）
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第９回ふるさと教育交流会
～子どもにつながる地域のチカラ～

　

各
小
中
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
土
曜

授
業
。
学
校
だ
け
で
行
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
地
域
の
方
が
中
心
と
な
り
実

施
し
て
い
る
取
り
組
み
だ
と
知
っ
て
い

ま
し
た
か
？

　

地
域
の
チ
カ
ラ
が
子
ど
も
た
ち
の
教

育
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

か
？
各
学
校
で
の
取
り
組
み
の
事
例
発

表
を
聞
き
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
の
教

育
へ
つ
な
が
る
関
わ
り
方
を
一
緒
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
！

◆
日　
時　
10
月
29
日
㈫

　

第
一
部　

午
後
６
時
～
８
時

　

第
二
部　

午
後
８
時
10
分
～
９
時　

◆
場　
所

　
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

◆
内　
容

　

第
一
部　

　

各
学
校
の
土
曜
授
業
の
事
例
発
表

　

お
よ
び
意
見
交
換
会

　

第
二
部　

　

夕
食
交
流
会
（
会
費
１
５
０
０
円
）

◆
対　
象　

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

※
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
併
せ
て

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限　
10
月
22
日
㈫

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

町
民
講
座
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講

座
」
が
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ス
キ
ッ
プ
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

座
に
は
、
１
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
８
組
が
参
加
。
講
師
に
ア
ロ
マ

セ
ラ
ピ
ス
ト
の
佐
藤
理
香
さ
ん
を
迎

え
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
コ
ツ
や
大

人
に
も
で
き
る
オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

方
法
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

講
義
を
受
け
た
参
加
者
は
「
全
身
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
法
を
体
験
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
」「
帰
っ
て
か
ら
お
父
さ
ん
に

も
教
え
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
９
月
３
日
）

い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
学
校
祭
が
、

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
ご
ろ
の
活
動
の

成
果
を
発
揮
す
べ
く
、生
け
花
や
写
真
、

手
芸
な
ど
の
作
品
展
示
の
ほ
か
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
と
大
正
琴
ク
ラ
ブ
が
演

奏
を
披
露
、
特
別
出
演
と
し
て
栗
山
高

校
吹
奏
楽
局
に
よ
る
演
奏
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
演
奏
終
了
後
は
、
高
齢
化
社
会

の
活
力
や
大
人
の
恋
愛
な
ど
描
い
た
映

画
「
お
く
れ
咲
き
」
が
上
映
さ
れ
ま

し
た
。　

  　
　
（
９
月
12
日
～
14
日
）

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
カ
イ
ヌ
ー
ン
職

業
学
校
と
北
海
道
介
護
福
祉
学

校
と
の
交
換
留
学
生
と
し
て
来
町
し
た

ト
ゥ
オ
モ
・
ヘ
イ
ッ
キ
ネ
ン
さ
ん
と
カ

リ
・
マ
ア
ッ
タ
さ
ん
が
、
栗
山
め
ぐ
み

こ
ど
も
園
を
訪
問
し
ま
し
た
。
２
人
が

園
児
た
ち
に
「
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
」

と
「
ム
ー
ミ
ン
」
の
絵
本
を
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
語
で
読
み
聞
か
せ
た
り
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
体
を
使
っ
た
遊
び
を
披
露
す

る
と
、
園
児
た
ち
は
と
て
も
興
味
を
持

ち
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
交
流
を
深
め
て

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
９
月
９
日
）

明
治
か
ら
大
正
・
昭
和
初
期
に
か

け
て
の
栗
山
の
街
な
み
や
産
業
、

生
活
の
様
子
を
写
し
た
古
写
真
展
を
開

拓
記
念
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
展
示

し
て
あ
る
の
は
学
校
、
仕
事
、
災
害
な

ど
49
点
の
写
真
作
品
。
明
治
・
大
正
時

代
の
稲
作
の
様
子
や
女
学
校
の
授
業
風

景
、
昭
和
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
奉
迎
記

念
写
真
な
ど
の
ほ
か
、
90
年
代
の
駅
前

通
り
の
地
図
が
当
時
の
写
真
と
と
も
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
特
別
展
は

今
月
８
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
月
15
日
）

肌
と
の
ふ
れ
あ
い
で
学
ぶ

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座

園
児
た
ち
と
仲
良
く
交
流

留
学
生
こ
ど
も
園
訪
問

日
頃
の
成
果
を
披
露

い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
学
校
祭

『宅配サービス』開始します。
　図書館に来館が困難な方を対象に「無料」で
ご自宅へ本をお届けします。町内の図書館でお
申し込みください（代理人による申請可。詳細
はヤム・ニ・ウシ 11 月・12 月号でご確認ください）

【開始日】　10 月１日㈫～
【対象者】　町内在住の障がい者手帳所持者、要

　　　　　介護・要支援認定者
【利用料】　無料　【冊　数】　５冊まで
【期　間】　配送期間含め３週間

手作り絵本展開催！
　７月に開催した「手作り絵本作家になろう！」
で完成した絵本を展示します。

【期　間】　10 月１日㈫～ 15 日㈫
【場　所】　町図書館絵本コーナー

青空図書館開催！
　人形劇団「おたのしみ劇場ガウチョス」さん
がやってきます。演目は小さな男の子の大冒険

「こまめちゃん」と「ミケネコにゃん太のラブ
♡アタック」です。ぜひお越しください。

【日　時】　10 月 13 日㈰　11：00 ～ 12：00
【場　所】　町図書館ギャラリー
【参加料】　無料

【問い合わせ】町図書館　☎ 72-6055

マナビィに掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。
【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索栗山町 検索

「                     」

古
写
真
で
見
る
栗
山
の
昔

開
拓
記
念
館
特
別
展
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楽
し
く
体
験
! !

町
民
ふ
れ
あ
い
講
座

　

趣
味
を
広
げ
て
み
た
い
方
の
た
め

の
講
座
を
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

キ
ー
マ
カ
レ
ー
と
家
庭
で
も
作
れ
る

ナ
ン
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

【
日　
時
】　

　

11
月
7
日
㈭　

午
前
10
時
～
正
午

【
場　
所
】　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

【
受
講
料
】　
９
０
０
円

【
持
ち
物
】

　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆
記
用
具

【
定　
員
】　
12
人

【
講　
師
】　

　
岩
見
沢
友
の
会　

安
藤　

友
江
さ
ん

【
申
込
期
限
】　

10
月
31
日
㈭

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

☎
�
３
３
３
３

キ
ー
マ
カ
レ
ー
と
ナ
ン
講
座

　

 

家
事
と
家
計
の
生
活
講
座

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
を
次
の
期
間
中
は
無
料
開
放
し

ま
す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
期　
間
】　
10
月
３
日
㈭
～
13
日
㈰

※
月
曜
日
は
休
館
の
た
め
休
み
ま
す
。

【
時　
間
】　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
６
０
４
０

　

家
計
管
理
の
た
め
の
家
計
簿
の
書
き

方
や
健
康
寿
命
を
延
ば
す
お
酢
を
使
っ

た
料
理
、
包
丁
と
ぎ
な
ど
生
活
に
役
立

つ
知
識
を
実
演
し
、
お
話
し
し
ま
す
。

【
日　
時
】

　

11
月
12
日
㈫　

午
前
10
時
～
正
午

【
場　
所
】　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

【
受
講
料
】　
５
０
０
円

【
持
ち
物
】　
筆
記
用
具

【
定　
員
】　
15
人

【
講　
師
】　

　
岩
見
沢
友
の
会　

玉
手　

弥
生
さ
ん

【
申
込
期
限
】　

10
月
31
日
㈭

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

☎
�
３
３
３
３

【
日　
時
】

　
10
月
20
日
㈰　

午
後
１
時
～
３
時

【
場　
所
】　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

【
対　
象
】　
20
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
町
民

【
内　
容
】　
握
力
測
定
、長
座
体
前
屈
、

　

上
体
起
こ
し
、
反
復
横
跳
び
、
立
ち

　

幅
跳
び
、
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
の
計
６
種

　

目
の
体
力
測
定

【
申
込
方
法
】　
窓
口
で
申
し
込
み

【
申
込
期
限
】　
10
月
11
日
㈮

【
主　
催
】　
株
式
会
社
ス
イ
テ
ッ
ク

　
（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
）

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
☎
�
６
１
６
１

参
加
者
募
集
！

新
体
力
テ
ス
ト

　

町
内
の
中
学
生
・
高
校
生

を
海
外
に
派
遣
す
る
「
少
年

ジ
ェ
ッ
ト
『
希
望
の
翼
』」

事
業
を
平
成
２
年
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
10

名
の
高
校
生
が
１
月
５
日
か

ら
８
泊
９
日
の
日
程
で
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア 

パ
ー
ス
を
訪

問
し
、
現
地
で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
ィ
や
語
学
研
修
、
異
文
化

体
験
事
業
流
を
行
い
ま
す
。

　

団
員
た
ち
は
、
事
前
研
修

の
様
子
を
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
で
投
稿
し
ま
す
。
研
修
に

向
け
て
活
動
す
る
団
員
の

姿
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ

さ
い
。

　ＱＲコード

★
第
30
回
少
年
ジ
ェ
ッ
ト

「
希
望
の
翼
」
公
式
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
更
新
中
！

第２９回の様子

改
善
セ
ン
タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

無
料
開
放

ふ
る
さ
と

然
教
育
通

自

信VOL.29

◆
日　
時　

　

10
月
14
日
㈷　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

◆
場　
所

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー

◆
対　
象　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

※
小
学
４
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

◆
内　
容　
脱
穀
、
落
ち
葉
で
焼
き
芋

◆
参
加
料　
大
人　

２
５
０
０
円

　
　
　
　
　

小
人　

２
０
０
０
円

◆
定　
員　
30
人

◆
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、帽
子
、タ
オ
ル
、軍

手
、長
靴
、着
替
え
、雨
ガ
ッ
パ

◆
申
込
期
限　

10
月
11
日
㈮

◆
申
込
先

　

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ 

・ 

コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

　

☎
・
FAX
�
１
６
９
６　

◆
日　
時

　

10
月
13
日
㈰　

午
前
９
時
～
正
午

◆
場　
所

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー

◆
対　
象

　

町
内
在
住
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

※
小
学
３
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

◆
内　
容

　

も
ち
米
脱
穀

◆
持
ち
物

汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
軍
手
、
長
靴
、

タ
オ
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
の
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
作
業
日

ふ
る
里
山
く
り
山
の
米
づ
く
り
第
４
回

栗
山
町
文
化
振
興
基
金
補
助
金
事
業

く
り
や
ま
読
み
語
り
（
朗
読
）
講
座

【
開
催
日
】　
10
月
13
日
㈰

【
場　
所
】    

カ
フ
ェ
ふ
あ
り

　

  

第
１
部

「
大
人
の
た
め
の
小
さ
な
お
は
な
し
会

in
く
り
や
ま
」

　

８
月
に
開
催
し
た
読
み
語
り
講
座
の

受
講
生
に
よ
る
発
表
会

【
時　
間
】　
午
後
２
時
半
～
４
時

【
観
覧
料
】
無
料

※
お
店
へ
オ
ー
ダ
ー
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

  

第
２
部

「
ヨ
ミ
ガ
タ
リ
ス
ト
ま
っ
つ
読
み
語
り

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
」

　
講
座
の
講
師
を
務
め
た
ま
っ
つ
氏
に

よ
る
読
み
語
り
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ

【
演　
目
】　
「
冒
険
家
に
な
ろ
う
！ 

　
（
萩
鵜
ア
キ
著
／
双
葉
社
）

　

プ
ロ
ロ
ー
グ　

他

【
時　
間
】　
午
後
４
時
半
～
５
時
半

【
観
覧
料
】　
１
０
０
０
円

※
第
２
部
か
ら
参
加
の
方
は
お
店
へ

　

オ
ー
ダ
ー
願
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

ヨ
ミ
ガ
タ
リ
を
楽
し
む
会　

青
木

　
☎
０
９
０
（
６
２
６
４
）
０
４
６
９

※
も
み
殻
が
衣
類
に
付
着
す
る
た
め
、

　

つ
る
つ
る
し
た
素
材
の
服
装
を
お

　

勧
め
し
ま
す
。

深
山
尚
久
の
く
り
や
ま
室
内
楽

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
会

【
日　
時
】

　

10
月
19
日
㈯　

午
後
３
時
開
演

【
場　
所
】

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

【
曲　
目
】　

○
バ
ッ
ハ

　

無
伴
奏
ソ
ナ
タ
第
１
番
ト
短
調
Ｂ
Ｗ
Ｖ

１
０
０
１

○
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

　

ソ
ナ
タ
第
１
番
ニ
短
調
op
１
２
｜
１

○
音
楽
で
世
界
を
巡
る
「
よ
く
聞
く
曲

　

の
数
々
」

【
入
場
料
】　

○
大
人　
　
　
　

　

２
０
０
０
円（
当
日
券
２
５
０
０
円
）

○
高
校
生
以
下　

　

１
０
０
０
円（
当
日
券
１
５
０
０
円
）

【
取
扱
店
】

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

　

白
光
堂
楽
器
店
ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

室
内
楽
フ
ェ
ロ
ウ
事
務
局　

坂
口

　

☎
０
９
０
（
８
４
２
５
）
７
３
６
３
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編
集
担
当
者
の

ひ
と
り
ご
と

▼
雨
煙
別
川
の
河
川
清
掃
と
い
き

も
の
観
察
会
の
取
材
に
行
き
ま
し

た
。
ウ
グ
イ
や
ヤ
ツ
メ
、
ド
ジ
ョ

ウ
な
ど
を
網
で
捕
獲
す
る
こ
と
が

で
き
、
自
然
環
境
が
豊
か
な
証
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
万
年
橋
の
上
か

ら
遡
上
す
る
サ
ケ
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
日
を
夢
見
て
き
れ
い
な

川
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
（
小
林
）

▼
く
り
や
ま
家
具
・
工
房
ま
つ

り
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。
ど

の
家
具
や
小
物
も
木
材
の
美
し
さ

が
引
き
出
さ
れ
、
展
示
会
場
は
美

術
館
の
よ
う
で
し
た
。
加
工
さ
れ

る
前
の
木
材
や
革
も
人
気
で
、
来

場
者
は
職
人
の
方
に
質
問
し
な

が
ら
、
目
当
て
の
も
の
を
熱
心

に
探
し
て
い
ま
し
た
。（
佐
藤
）

▼
９
月
も
終
盤
を
迎
え
る
と
、
そ

ろ
そ
ろ
本
格
的
な
秋
の
訪
れ
を
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

高
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
空

に
浮
か
ぶ
う
ろ
こ
雲
や
、
夏
と

は
違
う
冷
た
さ
を
含
ん
だ
澄

ん
だ
空
気
を
吸
い
込
む
と
秋
が

来
た
の
か
な
と
実
感
し
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
読
書
の
秋
で
す
の
で
、

買
っ
て
か
ら
途
中
で
読
み
止
め
て

い
た
本
を
引
っ
張
り
出
し
て
ま
た

読
み
直
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

                      

（
越
前
谷
）

362019. 10　広報くりやま   

みこしや太鼓などイベント盛りだくさん 　道内屈指の規模を誇る恒例の「栗山秋まつり」が、9 月
24 日から 26 日までの 3 日間で行われました。駅前通り、公
園通りには 300 を超える露店が並び、全道からよさこいチー
ムが集結する「YOSAKOI ソーラン in 栗山秋まつり」や栗山
の特産品などが味わえる「くりやま味覚まつり」をはじめ、
さまざまなイベントも同時開催。平日の開催にもかかわらず
町内外から多くの人が訪れ、栗山の秋を楽しんでいました。栗山秋まつり

広
報 

く
り
や
ま
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